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≪ ま え が き≫

本報告香は､日本住宅公圏より委託された ｢啓北地区 ･地区センター及び近隣セ/

クー基本設計｣の設計報告者である｡

港北ニ1-タウンは､ ｢乱開発の防止｣ ｢都市虚業の確立｣ ｢市民参加のまちづく

り｣を事業の目的に､ ｢緑の環境を最大限に保存する都市づ くり｣ ｢ふるさとをしの

ばせる都市づくり｣ ｢安全な都市づくり｣ ｢高い水準のサービスが得 られるようを都

市づくり｣を事業の基本方針として､横浜市中心部より北北西-約 12Kn､東京都心

より南西へ約 25Kmの地点に総面積約 2,530血､総人口約 30万人で計画 されてい

るニュークク /である｡

こ ゝに配置されるセ/クーはクウ/センター,地区センター,近隣センターの三段

階構成をとっている. タウンセンターはニュータウンのほ ゞ中央に鉄道 2駅を中心に

公団施行第一,第二地区にまたがった広域型のセンクーである｡本設計の対象である

地区センダーは､他の 4駅を中心に拡がる駅前センターであり､近隣性商業施設及び

一部都心性商業施設､それに公益施設等が立地するO又近隣センメ-は､ タウンセ/

クー,地区セ /クーの徒歩圏からはずれた地域に対 してサービスする目的で､第-也

区 2ヶ所,第二地区 4ヶ所の計 6ヶ所が計画されてお り､近隣性商菜施設､近隣性公

益施設が立地する｡

本設計の基本的課題は､これ ら10ヶ所の各センターの環境設計であ り､凄境設計

の検討により､公共施設と土地所有区分､及び土地造成を決定することを目的として

V''る｡

各セ/クーは土地区画整理事業vEよる公団施行地区に立地 しており､事業手法の性

格上､一般的には計画が土地に関する段階で切れて しまって都市空間の性格を大きく

左右する建築についてはそのあ9方を計画的に決定することはむずか LV,｡ しか しセ

ンターが良好な物的環境 を得 る為には､都市空間の骨格ともい うべき道路,鉄道.釈

前広場,歩行車専用路及び建築群とい った都市のイ/ プラス t･ラクチ ャ-が機能的,

技術的検討のみならず､各々があるべき都市空間を演出するキャラクターとして､相

互に有桜的 な関係 をつ く9出す ものとして検討されねばならない0

都市空間の性格を決定するこれらの主要な都市空間構成要素が ばらば らに検討さ

れるのではなく､あくまでも都市空間とい う全体性の確保 とい う視点からの検討が必

要であD､この ような観点にたって本設計はなされた｡

無論､ こゝに提案された設計内容は主としてフィジカルな側面を背景 とした､基本

的なデザインコ/セプ トの提案に主眼を毘いていることから､実施の段階での設計に
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おいては より詳細な技術的検討は もとより､ ソフ トを側面か らの条件をも更に読み込

んだきめの細い検討が必要であろ う｡

尚､本設計に当 って種々の助言､ならびに資料 を提供 された横浜市の関係者の方々

に対 して深 く感謝の意 を表わす次第である｡

日 本 住 宅 公 団

川 手 昭 二 港北開発事務所長

支 倉 幸 二 〝 事業計画課長

春 原 進 〝 事業計画課

会 津 光 度 〝 〟

中 臣 敬治郎 〝 〝

石 綿 重 夫 〝 〝

長 客 清 文 〝 〟

福 田 治 郎 〝 〝

松 本 裕 司 〝 〝

昭和 50年 7月

現 代 計 画 研 究 所

藤 本 昌 也

増 山 敏 夫

鎌 田 雅 行

(協同 )武建築設言十研究所

西 脇 敏 夫
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第 1 章 設計の課題

は じ め に

本章においては､絵北ニ1-タウンの地区センターと近隣セ/クーの基本設計

に当 り､具体的にどの様な課題を設定 したかを明 らかに したいO課題の設定 に当

って問題 としなければ在らないことは､本基本設計がいかなる性格の設計かであ

り､その設計の性格如何で課題の設定の方向が決定 されて しま うであろ うoつま

り基本設言十の狙いが開発条件や開発手法のあ り方 とい った､極めて ソフ トな側面

に力点が置かれている場合 もあれば､物的援境のあ b方 といった-- ド夜側面に

力点が置かれる場合 もあろ う｡ ｢また､同 じ物的環境のあ り方とい ったノ＼一 ドな側

面においても､ もっぱ ら個々の物的環境要素の水準の問題や機能的 ･技術的問題

にかな りの力点が置かれている場合 もあれば､またきわめてまれではあるが､物

的環境における空間の質を問題 とするいわゆる環境設言十に最大の力点が毘かれる

場合 もあろ う｡

本設計の基本的課題はくまえがき>において述べてい るように､各センターの

周辺環境条件や地形等の自然条件を最大限に活か した良好な物的環境を創 り出す

ことであれ 明らかに環境設計に力点を置いた提案を必要 としているo したがっ

て本設計の課題 も具体的を物的環境のイメージの提案 を導 き出す役割を持つ もの

として設定 されねばならないであろ う｡以後 に示す本設計の課題の設定 も以上の

ような認識に立 って行われた ものであるが､ その課題 を示す前に問題 となる環境

設計その ものに対する基本的な考え方をせず明らかに しておこ う｡
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1-1 環境設計の基本自勺役割

一般に､基本的計j面における物的な側面は フィジカルプランニングと呼ばれ､

そこで問われるものは主として､事業サイ ドからみた道路率とか､一人当りの公

園面積 とか､施設の規模とか数といった個々の物的な計画条件であ り､各々の要

素がつ くりあげる総体 としての生活空間を実体化する環境設計の質が問われるこ

とは稀であったといってよい.

確かに､環境設計とは､与えられた計画的 ･横能的条件を充足する物的空間を

発見する作業だが､空間とは機能を単にスライ ドすることVCよって自動的に引き

出されるといった単純なものではない.設計者はたえず､生活における機能的条

件を基礎 としながらも､椙純色では促え られない生活者の意識 ･欲望 ･情念といっ

た生活に含まれるいっさいを空間化 しようと努めるものであ9､そ うすることに

よって得 られるであろう空間の快適さ .美 しさ .豊かさ ･変化 ･意味あるものと

いったことが らこそ､生活環境水準の重要な一面を構成 しているといわねばなら

ない｡ コ-リン ･ブキャナンも指摘する通 り､環境設計 (アーバンテザイン )と

い うものは､ ｢多くの場合無視され､そのような配慮はぜいた くをものと見倣さ

れているのが実情である.た しかに､こうした問題は便利さ ･自由を選択 ･豊か

さなどの混合物であb､全て多かれ少なかれ微少を性質の ものである｡我々の生

活は､こうした ものが全く無 くなっても恐 らく生活できるであろ うが､その結果

としての生活は貧 しく空虚を ものとなろ うO｣

環境設計とは､生活総体の空間化であ9､生活における機能と意味の空間化な

のである｡ こうした生括空間の創造を空間の演出と呼ぶならば､この空間演出こ

そ環境設計の究極的 目標であろうOそ して演出にはシナリオが不可欠なように､

瑳境設計にも空間演出のシナ リ*が不可欠なのである.この環境設計におけるシ

ナ リオの骨格を今デザイ/コンセプ トと呼ぶ ならば､港北ニュ- タ ウ ン地区セ ン

クー,近隣セン タ ー基本設計における物的環境像の提案にとっての最大の課題は､

tJlかなるデザイ/コ/セプ トによって意味ある空間が導かれ実体化されるかであ

り､それは基太設計の課題がフィジカルプランニングの領域から､環境設計 (7

1パンチザイ/ )の領域にまで押 し進め られる時に始めて可能になるのである｡
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1-2 設計の課題

① 個性的で魅力的なまちづくDを誘導するイ/7ラス トラクチャーづくb

センター地区の環境設計を行 う第一の課題は､道路,駅広,歩行者路,緑地,

水路等の公共施設や鉄道 といった都市空間の骨格ともい うべきイyフラス トラク

つまれ 都市空間の性格を決定するこれ らの主要75:都市空間の構成要素が個々

ばらば らに検討 されるのではなく､あくまでも都市空間とい う全体性を確保する

とい う視点にたっての検討が必要なのである｡ しか し多 くの人が指摘する如 く､

従来 こうした都市のイ/プラス トラクチャーは､言i'画の主体が各セク トに分割さ

量 目 ijii薫 iliiE重要語iuT喜iiooiifgJ fii誇 giB墓Bi蓬 i!?毒fi婆!

A;t

二

..ー

シ

ン

は

あ

ア

)

を充分に読みとってインフラス トラクチャーを構築 していかをければな らない｡

(参 都市空間演出の主役としての歩行者空間の創造

港北 ニュ-タウン全体は､ ｢安全75:都市づくり｣の基本方針の もとに人 と車を

分離 したネットワークが全体 に組まれているが､セ/クー空間はまずなによDも

^間の歩 くという行為VCよって支え られ､車の危険から解放された安全な歩行者

空間を中心として設言i-され､車や鉄道 といった機械を主体 とした空間は､歩行者

空間や建築空間といった人間的な空間に十分コン トロールされたものでなければ

ならないo Lかも歩行者空間は､単に人が歩 く場では浸 く人々が自由に集い､語

らい､遊び､楽 しむ憩の場 として十分を配慮が払われねばならない O

｢歩 くとい うことは健康によいことはい うまでもないが､それは又､商店のウ

イン ドーを眺めた D､景色を楽 しんだ9､人 と話 しをするといった他の多 くのこ

とに欠 くことのできない ものである. とDわけ､人々が歩 きまわD､あたDを見
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まわす ことが自由にできるとい うことは､都市地域の文化程度をみるのに非常に

有効な指標 といって も過言では ない｣とプキ ャナ/レJi-:- トも指摘 しているよう

に､歩行者空間は従来の都市空間に見 られない豊かな人間的な空間を造 り出す上

に重要な役割をす るものとして設計 され る必要があ り､ センター地区の環境設計

において､その シナ リオの中心 となるものである.

(彰 周辺地区 との環境調和の方法の発見

既存の市街地の ように自然発生的 に出来た衝 と違 って計画的に建設される港北

ニ ュ ータウンの各セ/クーは､ 戸建住宅地や集合住宅地の中に画然と商業地が計

画 され ることになる｡

こうした計画の実例をみてみると､次のようを問題点を引き起 している｡

1 サービス道路が住宅地側に入 って くるためVCプライバシーや車の出入による

騒音等の問題を住宅地側に引き起 してい る｡

2 サービスヤー ドが住宅地側に設け られるために､倉庫からあふれ出た ものが

積み上げ られた り､施設の裏側の汚夜V,表情が直接住宅地側に露出 している｡

この よう75:ことは住宅地の環境あるいは景 観上好ま しくない｡ これ らの ことを

解決する具体的な方法を考え出す ことが､環境設言十上 3つ目の課題である｡

④ 建築空間の効果的誘導策の発見

セ /クー地区開発の事業手法である土地区画整理事業では､計画が一般に土地

の段階が切れて しま うために､セ ンターに立つ建築についてはそのあ9万を言十面

的に決定することはむずか しい.

しか し､セ ンター空間の質は建築のあb方によって大 きく左右されるため､建

築に群 としてのまとまりを与え､都市空間に一定の秩序で意味を与え得 るような

環境設計上の効果的 な誘導策が構 じられねば75:らない｡

容積制限や建べい峯の指定､あるいは高度地区の指定 といった ソフ ト75:面の一

般的な誘導策だけでなく､形態制限や壁面線の指定､色彩や材料､階数等を規制

する建築協定などの特殊 な誘導策を考慮する必要があろ うO

しか し重要 なことは､ こうした ソフ ト面の誘導策か ら更に人工土地の ようを､

建築空間をひとつの都市空間に実体的に秩序づけ誘導 してい くような物的 な手段

が構想 されねば在らないのであD､この/＼- ドな面の誘導策 を提案す ることが､

センター地区環境設計上の 4つ 日の課題 である｡

-6-
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⑤ 商住環境調和の方法の発見

各センクーに､商業施設と公益施設の他に､民有地における経営上の問題から､

マンションを主体とする住居施設が配置されることになるo

センター地区のように商業空間が主体 となる場所において､住居施設が配毘さ

れることは､夜間閉店後 に衝に灯 りがともb寂 しくならないとい うようなメリッ

トがある反面､往々にして洗濯物や布団などがノくルコニーに干されるといったよ

うに生活の表情が直かに商店街空間に露出してきたD､場合によっては佳棟の為

に商店街がほとん ど日蔭になった りすることもあ9又､居住者の側にとっては静

かで落ち着いた住環境が得 られないとか子供の遊び場がなV)といった環境上互に

矛盾する面を右 している.この矛盾を解決する方法を兄い出し,各施設の空間構

成の原則を考えることは､用地区分の決定の要素でもあD､セ/クーの環境設計

上の 5つ Bの課題であるO



第 2 章 設計の主要提案 - 10の提案

本章においては､地区センター､近隣センターの設計に当たD､前章で述べた

課題に応 じて､環境設計の立場から建築のあD方を公共施設を中心として どのよ

うに考え､ どのように各センターの設計を行 ったかを､本基本設計のポイン トと

なる 10の主要提案にしたがってその要点を明 らかに していきたい｡

2-1 人 と車の分離に関する提案

｢歩者分離｣は港北二,.-タウン全体の言十画理念であり､各センター地区に於

て も明快 なネットワークの設定が是非とも必要である｡

a) 提案の骨子

歩行者の為の空間､即ちショッtl.ンタス い)- トや広場等 と､車の為の空間､

即ち道路､駅広､駐車場､サービス通路､サービスヤー ド等を二つの ゾーンとし

て明快に分離 し､前者を図の如 くセンクー空間の中心に配 し､後者を周囲の道路

沿いに配置するO

-8-
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b) 捷案の理由

上記の様な配置構成をとったのは､前章の課題㊤の都市空間演出の主役として

の歩行者空間の創造をする為の最尊の策 と考えたか らであるo

c) 提案の問題点と今後の課題

歩行者路 をセ(クーの中心に配 し､重の空間と明快に分放 したために､通常の

場合に比較すると奥行きの深い宅地が出来､そこでは建物-の車のアクセスの方

法が制限され､建築的に立体的に処理する等の方法が必要となるO

その為に本計画では奥行きの深い宅地は､立体的な建築計画が可能を公団用地

としてV,る｡

-9-



2-2 ス トリー トに関する提案

a) 提案の骨子

① 地区センターのス トリー トは､メインス トリー トとサ ブス ト1)- トの組み合わ

せによD､廻適塾のシ ョッピングが出来るス トリー ト構成 とする｡

㊤ メインス トリー トは公共用地 (歩行者専用路 )とLf巾員 12mを標準とする0

200m～300m程度の直線部分を設けることと同時V:､適宜広場を介 して折

れ曲が Dや突 き当Dを有する形状 とする. センター-のス トリー トは全てこのメ

インス トt)- トVC接続 させるO

@ サブス ト.)- ト壮公団用地の宅地内の通路 として設けることと し､建築計画と

一体 となったかたちで計画する｡巾員は 3m～6m程度 とし､ボケ yト広場を組

み合わせて折れ曲がDやくい達V)のバクー/を設けた構成とする｡

-10-
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b) 提案の理由

① ス =)- トをメインス トT)- トとサブス ト])- トによる廻遊塾ス トリ- ト構成

と したのは､一般に活気のある商店街の多 くはス TLI)- トの構成が廻遊型である

とい うことが専門家によって指摘され ているか らである｡それは買物客が同 じ道

を往復することな く元の位置に戻 ることが出来 るとか､あるいは表型 と畠,魁とい

った雰囲気の街空間を形成することが出来るといった魅力があるか らであると考

え られる｡

@ 各地区セ/メ-のメイ/ス トリー トを直線的な構成 とし.サ ブス トリー トを対

比的に迷路的な構成 としたのは､商店街 としてのス ト1)- トは､直線 と売って見

通 しが出来 る魅力と､折れ曲が Dや くい違い､あるいは突 き当 Dなどによる見通

しの効かない魅力 とがあ9､両者の適切 な組み合 わせによって よ9効果を高める

空間構成が必要であると判断 したか らである｡

(彰 メインス トリ- トである歩行者専用路の巾員を 12mとしたのは.我々の行 っ

た ショッtl'/クス い)- トのフィール ド調査の結果､ B本の現状では歩道に商品

等があふれ､一種の雑踏空間を形成 してそれをDの魅力を もつ ものの､ 9mよb

狭いと人出が多い時 などは機能的VC狭 くな9､逆に 15m以上になると道の両側

の商品を見 なが らショytl-/クするには広す ぎるとい うことが明 らかにな9､両

側商店の場合 ウイ / ド間の距離で約 9m～ 15m程度が適当であろ うと判断 した

か らである｡

C) 提案の問題 と今後の課題

① ス トリー トや広場を魅力ある ものとする為には､それ らの舗装､植栽､ス トリ

ー トファニチャー等の施設を含めた総合的なデザインを必要 とするが､それ らの

施設が確保 され充分に利用される為にはその維持管理の方法の検討が必要 となるO

@ サブス ト1)- トは､CK.K.などによる計画的な建設が可能 を公団用地の宅地内

通路 としているが､次の ような解決すべき課題がある｡

1. 建築計画の中で通路空間の確保がどの ようなかた ちで超保出来 るか｡

2 建築計画の中で如何に密度の高い空間設計が可能か｡

3 維持管理が どの ように行われるか｡
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2-5 センタ-地区と周辺地区の環境に関する提案

a) 提案の骨子

センター地区の外周部に公共施設として緑地帯を廻 らす. この緑地帯はセンタ

-地区と住宅地との緩衝地帯の役E]を果たすため ｢センターの外皮｣と呼ぶ｡

この緑地帯は巾鼻を原則として 6mとし､外側の住宅地に向けて 1.巧 の勾配をも

った法面 とし植樹を行 う｡外皮の内側は垂直な擁壁 とし､これにKF]tつたかたちで

サー ビス道路をとり駐車場やサービスヤー ドを配LE;するO必要に応 じて外皮を切

断 して設け られるサービス道路との取付は最小限慶とし､外皮を出来るだけ連続

した緑地帯とするO

駐車場 ･サービスヤード 店舗

住宅地 サービス道路 緑地帯
(センターの外皮 )

宅地 ス トリー ト 宅地

b) 提案の理由

G) セ ンターの外皮として緑地帯を設けたのは､前章の課題㊥ ｢周辺地区との環境

調和の方法の発見｣で述べたような問題を解決するための具体的な方法として考

え られたものである｡

(参 この緑地帯を公共施設としたのは､セノク-のみならず周辺の住宅地の環境向

上 といった公共性の強い性格の ものであるか らである｡それには､その用地峯が

地区セ /クーで 9%前後､近隣センターで13%前後を占め､公共用地率が地区セ

ンターで 40- 50%春慶､近隣センタ-で 40%程度 とV,う値 となるが､公共

滅歩を事業区域全体でプ-ル出来るとV,う判断があったのと､例えば建築協定の

ような手法で各宅地から捻出することは､宅地面積の 2割近い比率をもっこの緑

地帯を各々の民地に負わすことが難 しいとい う判断があったか らである｡
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C) 提案の問題点と今後の課題

① 外皮 としての緑地帯は､公共施設として確保することを提案 しているが､緑の

管理は極めの細かい手入れを必要 とするので､その維持管理について公共団体で

行 うことの困難性が予想される.地元住民や商店会等による共同管理の方法や､

-ユータウン全体の管理を行 う管理公社等を設立 して行 うなど､維持管理面の対

策を考えることが今後の問題である｡

㊤ 緑地帯 を出来るだけ切 ら75:V'為に宅地か ら道路-の出口を限定 した結果､宅地

内に サ -ビス道路を設ける必要があれ 宅地所有者相互の間で例えば共用通路 と

するよう75:協定を結ぶ必要があるO



2-4 ス トリー ト空間と建築構成に関する提案 (1)

a) 提案の骨子

センターのメインス トリー トには､センタ-外周部に設けた外側の緩衝帯 とし

ての ｢外皮｣に対 し､内側の緩衝有に相当するゾーンとして両側の施設の前面に

庇状のアーケー ドを設ける｡ これを ｢セy クーの内皮｣と呼ぶO

センター毎にデザイ/や仕上げ等を統一 した もの とする0本設計では一案 とし

て71ケー ドの天井面を台形状 として店舗の前に シ ョッピングコT)ダーとしての

スペースを設けると同時に,軒先から斜めVC立ち上 った屋根を設けてセンターの

道空間に7イテンティティをもたせるように工夫 している0

ショッti'ンクコリグ- センターの内皮

b) 提案の理由

ダイナ ミyクを商業活動は本来個人の創意と工夫とによって支え られているも

のである以上､その活動を営む場である商業空間においても､そのディテールに

及ぶまで上位言十画によって一方的に決めつけることは､活気ある商業空間を消鼓

させる原因となるであろう｡計画 されすぎた街とい うものが､いかに退屈である

かは既に指摘されているところであるo Lか し同時に､ば らばらに相互の関係 も

なく商店建築が乱立することを許容するならば､経具として相互VE商業活動の発

展を阻害することにも75:り､商業空間の全体的水準の低下を見ることになるであ

ろう｡

個 々の 自由 を商業活動 を許容 しなが らも､巧み に コン トp-ル し､個々

の商店空間を機能の点でも､雰囲気の点でも一つのまとまった空間に演出する方

法を見つけることが､英に魅力ある商業空間を形成することになろう0
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C.K.K.夜どによる施設の計画建設はセンターの空間づくりにおいて密度の高い

都市葬境を構成する上で主導的役割を果たすことが出来ると考え られるが､民間

宅地における各施設の建設主体は多種多様であ9､全体 としてのまとまbを欠 く

恐れがある｡それ故本設計では一つの提案として､雨除け､ 日除けの為に設け ら

れるアーケー ドを道空間の構成要素として積極的に用いている｡統一されたデザ

インの7-ケー ドを個々の施設が有することによって､店舗の自由な活動を許容

しなが らも一つの衝 としてのアイデ/ティテ ィが確保され得ると考えた.内皮とし

ての この連続 したアーケー ドの設置こそ､課題@ にのべた都市空間を実体的に秩

序づけ誘導 してゆく物的手段の一つであろ う｡

C) 提案の問題点と今後の課題

センター建設の事業手法である土地区画整理事業では､計画は一般に土地の段階

で切断され上物 としての建築にまで及ばない｡その為にここで提案 している ｢セ

ンターの内皮｣についての一つの提案 も､実際には建築協定等の方法で生み出し

ていかねばならず.他の方法の検討 も含めて具体的には区画室理事業以後の荷づ

くDの問題 として市民の手によって計画されていかねばならないO



215 ス トリ- ト空間 と建築構成に関す る提案 (2)

a) 提案の骨子

民間用地においては商業施設と住居施設を人工土地的な基盤によって立体的に

明快 に分離する｡人工土地的な基盤の上は集合住宅 (マン シ ョン)を計画 し､各住

棟にアプローチする通路及び子供達の遊び場あるいは倉庫等を設ける.基盤上の

通路はメインス トリー トとランプ､あるいは階段によって適宜結ぶ ものとする｡

住棟はス トリー トに沿って配置することになるが､商業空間に対する配慮か ら

ス ト1)- ト側から出来るだけ後退させる｡

ショッピングストリート人工土地的基盤 店舗

b) 提案の理由

商業施設と住居施設を分離するためVC人工土地的基盤を計画 し､かつ住棟をス

トリー ト側か ら後退させたのは､前章の課題(9｢商住環境調和の方法の発見｣の

解決の一つとして構想された ものであるO

基盤を設けることVCよって住居のためのオープンスペース も確保出来､ ショッ

t='/ク空間との機能的､視覚的分離が可能となる｡住棟をス トリー ト側から後退

させたのもそ うした視覚的な分離を配慮 したか らであるo

c) 提案の問題点と今後の課題

住居施設を人工土地的な基盤によってショッピング空間とある程度分離 したと

しても､ 日照,通風,景観上大きな影響を与えることが考えられるOその影響が

-16-
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マイナスとならない為には､センターの内皮 と同様に民間の建築に対 して も建築

協定75:どの方法によって何 らかのデザイ/コン トロールが必要 となろう｡

2-6 駅前広場に関す る提案

a) 提案の骨子

(∋ 地区センタ-に設け られ る駅前広場は､鉄道駅と立体的に重ねて配置 し(地区

セ ンタIEは､高架駅 と地下駅の二つが離れて配置されているので､その間に配

置するO )鉄道 との レベル差を利用 して人 と車 との動線を立体的に分離する｡

(地区七 /クーAのみ平面的に分離 )

@ 駅前広場の形状を台形型とする｡ (地区セ ンターAのみは､駅前広場の容_fa汲

び道路 と敷地の関係か ら長方形型 としている )

長い方の底辺を取付道路に接 し､短い方の底辺をス トリー ト側に接 した配鑑と

する｡パスパースは中央の島に､ タクシー及 び送迎車用バースを周辺歩道にと9､

両者の動線分離をはかる｡

(地区センターD駅広 )

-17-



b) 提案の理由

(∋ 駅広と鉄道を重ねて立体的に配置 したのは､鉄道敦の上を公共施設として有効

に利用 し､駅広と駅の人の流れを車と交差することなくスムーズに連絡させるた

めである｡

@ 駅広の形状を台形塾としたのは次の理由による｡

1 車の回転が鈍角でノ､ン ドル操作に無理が少なく､又人のWL九も駅を中心とし

た放射状となり動線計画上の利点がある0

2 -殻に､駅広が駅と街の空間を分断 してV,る例が多V,が､台形広場を図のよ

うに配置することによって駅とス トリー トが直結され､同時VCス ト1)- トを

中心に した街並の雰囲気が駅広によって分断されることなく連続する｡

3. 長方形塾広場や円形広場等に比薮 して面積的K有効であるo

c) 提案の問題点と今後の課題

駅広と鉄道 を重ねて人 と葺の分離を立体的 に行 うためには､両施設の一体的な

建設が望ま しいが､そのために区画室理事菜と鉄道事業の施工時期をは じめとす

る充分な調整が必要である｡

2-



2-7 宅地割に関する提案

a) 提案の骨子

メイ/ス ト1)- トを軸とし､その両側 (1部片側 )に宅地を設ける｡宅地の奥

行は､原則 として地区センターに於ては 30m､近隣セ /クーに於ては 25mと

するO但 し敷地の形状によ9､奥行が深 くなb過 ぎる部分は原則 として公団用地

とし､宅地内にサ ブス い)- トを設けて奥行を調整 す る｡ 又 この場 合 ､ メイン

ス トリー トとサービス道路の t/ベル差の大 きい部分を極力一致させ､サービス道

路及びサービスヤー ドを地下 に設けて宅地内のサービスをスムーズに行なえるよ

うにす る｡店舗の間口は 54mを標準とするo

メインストリート 宅地 外皮 道路

地区センター

一19-
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サービス通路 サービス 店舗

駐車場 ヤード

標準タイプの宅地

メイ/ストリート

･｣

サ- ビス道路 とメイ /ス トリー トの レベル差の大 きい宅地 (地区セ /クー )

b) 提案の理由

宅地奥行 30m (近隣センターは 25m )の内訳は､店舗専用部分が 175m､

サービス道路㊨駐車スペ-スが 11m (近隣セ/クーは駐車スべ-スが無 く6m)､

ス ト1)- ト側壁面線の後退寸法が 15mと仮定 している.店舗部分については､

既存の一般商店衝や団地センターの商業施設を調査 し､併せて商店建築関係の参

考資料を検討 した結果､売場部分の間口×奥行の関係はお ゝよそ 1 ,2で 54m

x llm､後のサ-ビスヤー ド(倉庫 ･車庫等のスペースを含む )を 54m X

615m程度 とす るのが妥当と判断 して 54m X17.5m を得た｡又､ 25m～

30mは中層 ビルの建設を充分可能な奥行であるO

メイ/ス トリー トとサービス道路の レベル差の大きい部分を奥行の深い宅地 と

一致 させたのは､奥行の狭い宅地はサ ブス トリー トを間に設けて奥行を調整する

ことにしてい るので､人と車の分離は､地下 を設けて､童のサ-ビスを立体的に

行 う必要があるか らであ り､公団用地 と一致 させたのは､この ような複合鹿の高

い計画を行 う把は､ どうしてもC･K.K.をどVCよる総合的な設計 と計画的な建設

が不可欠だか らである｡
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団地士 /クー個別店舗実例

｣

.

.･

芸

.
･

･

.

.

と

る

忙

高

設

6.0 6.0 6.5

[ Tl [

≡ .50 E日48.OTTf(倉庫込 63.0m2) 7,:旧42.077i(倉庫込60.0ナば) 36:.OE冒39,0†1i2(倉庫込58.5m2)

東久留米団地セ/メ-

6.5 5.8 7.25｢.1 ｢｢ ｢一丁

6LOFEj 9.5[□55.177f(倉庫別にあ9) 10,0[□72.5(倉庫別にあb)
千里 .盲江台近隣センター 明石舞子団地地区センター

5.4 5.4 6.3

｢1 ∩ ｢｢

･57..OER 151:42ER 9.3[□58,57Tf817Tf(倉庫含) 89.6m2(倉庫含 )

C) 提案の問題点と今後の課題

車のサービスを地下で立体的に行 う必要のある宅地 (奥行の深い宅地 )は､建

物を建てる際､建設費が標準の宅地の場合 よ9若干割高になることが考えられ､

このデメ l)ットを深い奥行の巧を利用､或は､車と人の立体的な分離把より効率

の良い魅力的な店舗空間を造るといった建築計画上の工夫でカバーしてい くこと

が､今後の課題 となろう｡

又､ このような宅地が､一部民間宅地 (地区セ/ブIA)にも当てられておD､

地主が共同でC.K.K.に相当す る会社をつ くり､C.K_K.で行 うと同様の計画的

な事業 とすることが､是非必要となる0
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2-8 用地区分 と施設配置に関する提案

a) 提案の骨子

公共用地以外の宅地は､大 きく公団用地 と民間用地 とに分け られるが､両者の

土地所有区分並に施設配置の方法は次の ような原則で行 う｡

庄) 民間用地は,標準的 を奥行の宅地をあて､奥行の深い宅地は公団用地 とす る｡

@ 民間用地はサー ビ ス道路 とメインス ト.)- トの レベル差の少ない宅地 とし､

差の大きい宅地は､公団用地 とする｡

(彰 メインス トリー トに両者が なるべ く平等に接することO ことに地区セ/クー

駅周辺は､立地条件が良い,故､充分に配慮するO

(む ス トリー トをはさんで民間用地がなるべ く向きあわないことo

⑤ 公団用地の配置がセ ンターの空間構成上の骨格となb得るような配配とす るO

ことに社会文化施設はセ /クーの要となるため､骨格上の節 となる位置に配

毘する｡

⑥ 建設段階計画 では､初期に公団用地の施設が建設され ることになっているた

め､その配匿が初期の周辺人口の貼付具合 と矛盾 しないようにする｡ ことに

スーパ-はシ ョッt='ノクの要 となる故､充分に配慮 した位配を確保する0

(i) 民間用地 には商業施設上に高度制限一杯のマンシ ョ /の建設が予想 され るが､

前章の設計の課題(労で述べた如 く､その建物配置はセンターの環境調和上多

くの問題を引き起す可能性が高いO従 っていずれにせ よ建築協定等が誘導策

が必要 となるが､用地区分上の配慮 も併せて行 う｡

b) 提案の理由

冨 )

公団用地については 2-7 ｢宅地割に関する提案｣の項 で述べた理由によ

る｡民間用地については､上物 を建てる際に､宅地の条件による経済的を負

担が生 じない よう､標準的を使い易い宅地を当て ようとの配慮による｡

@ 住民参加の ニユーjZウノ造 りの精神 に従い､ なるべ く公平VCとの配慮による｡

(む 公団用地については､C.氏.K･等によ9計画的 な建設が行 なわれるが､民間

用地については､個々ば らば らに建つことも予想され､その タイムスケ-)A

-ル .建設規模 も予測 し鈍い場合が多VIo従 って少 くともス トリー トの片側

は､計画的75:建設が行 なわれるよう公団用地で確保 し､ス トリー トの イメー

ジが空間的に切れない ように しようとの配慮 による｡

(彰 ④ と同様､公団用地の施設は総合的な設計 と計画的な建設が可能であるため､

環境形成上主導的 な役割を果 し得 るか らである｡
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2-9 造成計画に関する提案

a) 提案の骨子

① 原則 として宅地内地盤高を 2段構成 とする｡即ち前面を歩行者専用路である

メインス ト1)- トの レベルと同 じ高さで利用出来 るようにし､後を､これ よ

9約 1m低 くする｡ (造成計画の段帽では､宅地内雨水排水の関係上､前面

はメイ/ス い)- トの レベルよb平均約 50oTZ程度高 く75:つているO )サー

ビス道路 との関係上その差がこれ以上大きく在る場合 (例えば 3-4m)は､

サービスヤー ドの立体化を前提とする｡

@ 用地の地形条件でメインズ トリ一 トに高低が生 じる場合 (主として近隣セ ン

タ ー )は､緩いスp-ブを設けて､これをス トリー トの特性として活用 した

計画とする｡

(垂 緑地帯である ｢外皮｣部分は､第 13部基本設計図 (各造成計画図 )に示す

ように､垂直の擁壁を設けて完成時の形で造 って しま う｡宅地内については､

一定勾配 (1/2,1/3)の法面処理で､高低差C)調整̀を行い､造成計画の段階

では原則として擁壁は設けない｡

b) 提案の理由

① 宅地内の レJlレを:"12虚構成 とし､後 (サ- ビ スヤ
､_J ､～∴ _Lノ土′_ し ､～

由は･上物を建てた場合､サ-ヒス車の野卑の簡

J
lr.し
き
′ー

ド側 )約 1m低 くした理

と商業施設 1階床面がは
＼_'LL.)ヽ

ぼ同一になるため､商品の搬出入がスムーズになることと､併せて人と車の

ゾ- ソがレベルとして も明解に分け られる-ことになるか らである.

(勤 周辺の地形条件によってメイ /ス トリー トに高低差が生 じるのは､港北 ニ ュ

ー タ ウ ン全体の地形要因によるもので､歩行者専用路全体のネットワークの

中でははむしろ自然な特性といえる｡従 ってス ロープの勾配が急になりすぎ､

通常の商活動に支障をきたすことが起 らない限 り､坂のある衝は､道の折れ

曲れ 陽射 しの方向と相まって､往き返 り臭 った雰囲気が昧えるなど､その

特性を生か した計画を行えば､平 らをところには求め得 ないス トリー ト空間

の演出が可能 となるからである｡

④ ｢外皮｣を造成計画の段階で造ることに しているのは､本計画では公共施設

として確保することを前提としているため､道路 と同じ扱いとしたことによ

る｡又､宅地内のL/ベル調整を法面処理で行い擁壁を設けないのは､経済性

によることは勿論､宅地内の レベル調整は､本来在)の原則のような基本的原

-2こi一一
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別によるもの以外は､上物の計画によって決められるべきものであ り､造成

段階ではなるべ くフリーに しておくべきものだか らである.

2-10 緑化に関する提案

a) 提案の骨子

セ ンターの外皮には瀦木 と芝生を主体 に植樹 し､緑化 と同時にサーti'スヤー ド

の 目隠 しの積能をもたせるoス トリー トや広場には､喬木 (落葉樹を主体とする)

を図のようなかたちで群植 し､樹の下 も歩けるようにして､夏は木陰をつ くると

同時に枝葉の部分がシェルターとな9､樹の下にスペースが生れるようを演出を

言十る｡

花壇の数は設けない ものとするO

ち) 提案の理由

E]本では一般にス トリー トや広場に設け られた花壇が､環境の構成要素として

うま く生かされた例は極めて稀である.何故75:ら通行の邪魔になった り､植えら

れている位置が低いため物を鑑かれたD､踏み荒された りといった植え られる場

所の問題 と､四季折々の植え換えが必要であるため手間がか bゝ過 ぎる等､維持

管理上の問題のため花壇を生かしていく良好 な条件が得 られにくいことが理由と
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考えられるO こうした反省から本設計では落葉樹を主体 とした喬木をス ト1)- I

空間緑化の-i,メ/ トとして群植 し･夏VCは木陰､冬には E]溜 り･又､春には新

緑､秋には紅葉 といった季節感を道空間に盛 9込むと同時に､自由にその下を歩

いた9休憩 した b出来るような緑と建築が一体 と75=つた道空間の構成を意図 して

いるO

提案の問題点と今後の課題

本計画では外皮を公共施設として確保することを前提としてお9､又ス トリー

トや広場 も公共用地 として確保 している｡このため樹木の維持管理は通常は公共

団体で行 うことVCなるが､広範にして且つきめ細かを維持管理 を必要とするため･

公共団体だけで行 うことの雛 しさが予想される｡地元商店街と公共団体等による

共同管理の方法や二1- ク ウ /全体の管理を行 う管理公社等を設立 して行 うなど

維持管理面での対策を講 じることが今後の課題 と在る｡









第 1 章 綜 合 計 画

1-1 周 辺 状 況

a) 位 置

第 1地区の北西部､市営地下鉄 3号線のA駅前に立地する地区センターであれ

周囲を道路に囲まれて北西一南東軸に長 く､は 台ゞ形に近い整形をしてV'るo

(図 211)

図 2.1.1 位 置 図

b) 鉄 道

市営地下鉄 3号線が区域の南西部の地下を､北西一南東軸方向に走 ってか9､

そのL,ベルはセンター内宅地のメインL,ベルよb約 16- 17m程低い標高 39

m である｡駅はセ/クー内のほ ゞ中央部に設け られ､- ツ島式の プラットホーム

の形式をとる｡

-27-
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C) 道 路

センクJ一外周の北西部分と南西部分には巾貞 18mの住区幹線道路が走 ってお

れ 北東部分と南東部分は､ 巾員 9mのサービス道路に接 しているO(図212)

d) 歩行者専用路

センターに入 って くる歩行者専用路は 4本あ り､南西部と北西部のほ ゞ中央の

位置に､住区幹線をまた ぐかたちで各々巾員 12m と9mの ものが､又東側から

9m､北東側か ら3mの歩行者専用路が同 じくサーヒス道路をまた ぐかたちでと

りついているO (図 212)

図 2.1.2 周辺交通計画図

e) 周辺土地利用

集合住宅地 と､自然地形を残 した近隣公園が､地区の 内 側に拡が b緑の多いオ

ープ/スペースとしてまとまっている｡南側集合住宅地の一角の小山の頂上 (標

高 64m )に高さ 70mの/'ラボナアンテナが立っておb将来共残され､一つの

ラ/ ドマークとなる.

-28-
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図 2.1.5 周辺土地利用国

全 体 計 画

四つの-t!/クーの中では比較的まとまった整形をしておD､地形的には周辺の

道路 より一段 と高 くなっているので ｢丘の上のまち｣といった形態をもつ｡駅広

は長方形として､南端の角地に鉄道数の上を利用 して設け､ 又駐車場 等の交通

用地を周辺に配正することによって､人の為のスペースを中央部に大きくまとめ

て確保 した｡

メ イ ン ス トリー トは､ほ ゞ中央部に長手方向に平行に配置し､南西方向よ9駅

前を迫ってのぴてくるス トリー ト(巾員 12m )との交点vc大 きな広場を配置 し､

センターの機能的､空間的中心 として演出した｡
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弟 2 章 土 地 利 用 計 画

地区センターAの土地利用は次の表の通 りである｡

I
Lh

r

二

P
f

II

種 別 尻地面駁nf 比 率% 床面積γriZ 容積率% 備 考

公)t用 都市公共 幹 線 道 路駅 前 広 場 4,348.883.163.00 8.36,0

施 設 緑 道 0 0
小 計 7,511_88 14,3

地区公共 サービス道路歩行者専用路 2,430_255.698r62 4.610.8

也 施 設 外皮 (緑地 ) 5,093.13 9.7

小 言† 13.222.00 25.1

小 計 20,733.88 39.4

宅也 公団用地 鉄 道社 会 文 化施 設 用 地 4.158,004,107.00 7.97.8 2,580.00 62.8

商 業 業 務施 設 用 地 10,079.25 19.2 7,870.00 78.1

小 計 18.344.25 34,9 10,450.00 73,7 容積奉仕鉄道用地を除くo

民間商業菜摘施設用地 13.542.75 25.7 ll,800.00 87,1

･小 計 31,887_00 60.6 22,250.00 80,2 容積率は鉄道用地を除くo



-｢ ~

第 3 章 交 通 計 画

5- 1 計 画 条 件

a) 鉄 道 駅

o市営地下鉄 3号線 A駅

0 7-ラ ットホーム形式･･-- ツ島式O 巾員 8mo 長 さ 120m｡

o鉄道 レベル--標 高 3 9m. プラッ トホー ムレベル･･.標 高 40m｡

o乗降客数 -･ 32.420人/ 日

b) 駅前広場 ( ｢港北ニュータウン交通計画｣報告書 よ り)

バ ス 駐 車 場 J{ス 利 用 者 (人/t='-ク1時間 ) 2.070人パ ス 集 中 台 数 23台/時

必 要 パ ー ス 数 3/I-ス

送迎車駐車用地 ピ ー ク 1時 間 全 乗 用 車 290台送 迎 車 台 数 150台

必 要 パ ー ス数 5バ-ス

タクシー駐車場 必 要 バ ー ス数 11パース

C) 駐車場 ( ｢港北ニュ-タウ/交通計画｣報告者 よ9)

買 物 . 娯 楽 用 駐 車 場 45台

業 務 用 駐 車 場 店 舗 キ ー ビス 業 56台
業 稚 施 設 26台

社 会 文 化 施 設 3台

合 計 85台

O通勤､通学用の駐車場は周辺民有地の有料駐車場 でとることとす るo

o買物､娯楽､業務用は､当面 1/2を平面で確保､将来はその一部を立体化 して

まかなうこととする｡
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5-2 駅

A駅は地下駅であ り､ レ-ル面と駅広との レベル差は 11mあ り､更にセンタ

_のメイ/レベルとは 16mの差がある. コンコースや改札口などの駅施設の L,

べ′レは駅広の レべ/i,(標高 50m )に設け､歩行者専用路の下を通 って直接駅広

と連絡する｡又､歩行者専用路の レベル (標高 55m )にも出入口を設けるが､

171ラットホームよDの レベル差が大きいのでエスカレーターの設置が望ましい｡

A~r- 1 / ククツ-降D場 キッス.アンド.'5ま0 50D 毒 ] U_ //& F l 1

l ∃ ㌢

･# . _･.･.･.･._⊥_一｣ , C>ノ
Lh ＼

l P R ｣ ゝ 一一一･･一､ △
｣___________ゝJ

＼ ＼=岳≡≡⊇≡≡=≡≡⊆⊇…三〉ト ＼t ＼ _

こして

⊥｣

図 2.5.1 A駅平面及び断面図

515 駅前広場

住区幹線道路 におったかたちで鉄道敦の上を利用 し､ 12mの歩行者専用路 と

サービス道路の間に拡がる長方形とする｡車の出入は一方通行で､入口を住区幹

線 に､出口をサービス道路側にとる. ククシ-及びバスの乗降は図 23.2に示す

様 に､周囲の歩道部分に設け､人と車の平面分離を図 っている.歩道部分には､

日除け､雨除けの為の庇を設ける｡

12mの歩行者専用路の下を通 って駅のコ/コ-ス及び改札口に通 じ､歩行者

専用路 とは段階とスp-プで連絡する｡ (図 232)

一一33-



'!｢

十 歩行者専用路 .Lt∫> I引 ■0 ●l F==三日 2 ｣

･500

⊂〉 120 ○8 - 出口
r1-
l

駅舎
▲入口 cJ -｣∈≡=≡≡≡≡

l 住区幹線l

図 2.5.2 駅前広場

5-4 サー ビス造指

宅地へのサービスは､周囲をは しる9mサービス道路と､南酌部を走る住区幹

線よb鉄道をまたいでU字形にとりつけた 6mサービス道路より行 うものとするo

なお､南東部の 9mサービス道路は､駅広取付部迄 12m (車道部分 9m )に

拡巾する｡ (図 233)

5-5 駐車場

駐車場 とサI ビ スヤー ドは､図 23.3に示す様に外皮におって各 ブpック毎に

配毘することとし､サ-ビス道路からの出入口も数ヶ所に典約することによって

車の動線を整理するとともに､外皮の切断個所を最少隈に押える｡

本計画では､客用駐車場は公団用地にまとめてとることとし､民間用地化かV,

ては業務用の駐車場の他に､住居施設 (マ/ショノ)用として 3戸 に 1台程度の

割合で駐車場 を確保出来る様に計画 した｡ (図 233)

516 パスス トップ

バスス トy7'を駅前の他に西側の住区幹線 と歩行者専用路との交差部に設けた0

歩行者専用路 とは階投とス ロープで連絡する｡ (図 233)
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図 2.5.5 交通計画図 (辛 )

517 歩行者専用路

西及び束か ら歩行者専用路を結ぶかたちで巾員 12m､長さ280mの直線状

のメインス ト1)- ト(歩行者専用路 )を七 /メ-の長手方向に通 し､南西方向か

ら駅を経てセンターに至るもう一本の主要な歩行者専用路と丁字形に結ぶ.

交点には三角形の中央広場を設ける一方メインストリIT･の西端部には台形のサブ

広場を配置 したO中央広場には北側の住宅地 よbの 3mの歩行者専用路 もとbつ

き､機能的にも空間的にもセンターの中心となる｡

ス トリー トは全て車道 とは立体交差によって周辺宅地 と連絡させたo

サ ブ ス ト1)- トは､図に示すようにメインス ト))- ト南側の宅地に二本設ける

こととし､建築計画と一体となったかたちで配置されるよう托 したo(図 234)
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4 章 施 設 配 置 計 画

4-1 計画条件及び計画概要

o用途地域は近隣商業地域 (容荷峯 400%､建ベV)率 80% )

0第三種高度地区 (北側斜線制限あD､高度制限 20m )

o防火地域

o施設内容及び規模は次表の通 り

健 別 用 地〃㍉ 延床面積nil 容械率% 備 考

令 社会文化施 設 市民セ ンター公 民 館専門医診 療所 2241 1,200 53.5 市の地区セ/クー (公民館+図番皇

(2,000 )( 0 )1,500(1,500 )(1200)( 0)1,200(1200)( 60 )( 0)(80)+集会室などの集合ビル )豊野.取説ズ激怒戯評
一般医診療所 (0 )( o)( 0) ｢∵ 了 ∴ ∵ ∴:チ.∴

節 派 出 所 165( 165 ) 80( 80)( 50 )駐車場 1台o住宅をし

用也内 特 定 郵 便 局 200( 200 ) 100( 100)( 50 )

小 計 (芸去60g ) 2,580( 2580) 62.8

南井菜摘施 設 ス - /i- ( )( )( )( ) 1.500(i.500)( )最寄品店 :買廻晶店≒6:4%aA5g)聖 歌 碧 さ詣 (7fif%7)

施 一 般 ′ト売 店 3.580(3.580)(100 )

殻 飲 食 店菜 摘 施 設 510( 510)2,280( 2280)(100 )(200 )

小 計 1(0,08025) 7.870( 7,870) 78_1( )

小 計 14,186.25( ) 10,450(10,450) 75.4( )

氏 商菜菜摘施 設 ス - ノ{ - ( )( ) 1,000( 1,000)(100 )最寄品店 :買廻品店≒6:4金融,保険.運輸.通信などのオフィス(65%)+対個人サービス業(35%)

間用 一 般 ′｣､売店 6,620( 6,620)(100 )

也内 飲 食 店 ( )( ) 760( 760)(100 )
施衣 業 務 施 設 3.420(3.420)(200)

小 計 13.542.75( ) ll,800(ll,800) 87.1( )

合 計 27,729_00( ) 22250(22250) 802( )( )

o これ らの施設の他に､民間商業業務施設の上部には住宅 (マンシ ョ{ )の建設が考

えられる｡
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4-2 商業業務施設

商業業務施設は直接各ス い)- トに面 したかたちで配置する｡

三角形の中央広場に面 しては､買廻品店を中心 とした 2階か ら4階程慶の専門

店 ヒルや業務施設 (一部は店舗 として使用 )を配置する｡その他の施設は概ね一

階 と在るO

メイ ン ス TLリー トの両端には人々を相互に引きつける効果を考え､核店舗であ

るスーパーを各々に配置 し､端部の固めとする｡

メインス い)- トはオープンモ-ルとして,両側に内皮としての庇状の7 - ケ

ー ドを設け､道空間に7イデソテ ィテ ィをもたせているo

又､サブス トリー トは中央広場 よりメインス トリー トの両端を結ぶかたちで 2

本設け､処 々に ポ ケ ッ ト広場を配する等建築計画 と一体 と浸ったかたちで構成さ

れ､メインス ト1)- トとは異 った雰囲気の道空間を形成する｡ (図 241)

ノ

ー

)

-

-

1

｣

サフストリ-ト

＼＼＼ ∵1柵IL･-I

スーパー
二十
㌦

-∫, +,bgT
図 2.4.1 商業業務施設配置図

415 社会文化施設

セ ンターに隣接す る近隣公園 と集合住宅地の環境を考慮 し､ メインス トリー ト

の西端にあるサ ブ広場をはさんで､市民センタ-と専門医診療所を配置する｡専

門医診療所-の敷急重のアクセスは住区幹線道路 よb直接行 うもの とする｡
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派 出所 と特定郵便局は､利便性 を考 えて駅前 に配置 したO (図 242)

～,

ヾ こ-サ7漁 場

市民センター

専門医診療所

L｣＼

--ヒ_J｢ I

図 2.4.2 社 会文化施設配 置 図

4-4 住居施設

当セ /クーの法的規 制は､近隣商業 地域､第 3種高度 地区 (20m迄 )の予定

であるた め､立地条 件等 を考え合せ ると､民 間用地内商業施設の上 には マ/シ ョ

/を主体 と した住居施 設の建 設が予想 され る｡従 って本 計画 では､ 市の E]照等 指

導要 綱 を考慮 した上で図 243に示す様 な住棟 配置を行 った｡

1階商業施設の幡 高 を充分 とった上 に 5階建の マ ンシ ョンが乗 ると仮定 して計

画 してい る｡

本計画 におけ る計画 戸数 と人 口は 次の様 に な ってい る｡

計画戸数 190戸 (ネット床面積 80㌦/戸 )

計画人 口 722人 (38人/ 戸 )
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5 章 土地所有区分計画

第 1部の基本構想で述べた原則によD､当地区の土地所有区分は図 251に示

す様に行ったO(但 し駅広の北側に接する民間用地は.宅地の奥行きが大きく､ス

トリ- トレベルとサービスレベル差が一階分ある敷地 となっておb､施設配置に

当っては､特に一休的な計画が必要であるo)各々の用地面和は次の通 9である｡

種 別 面 積 nf 比 率 %

公 共 用 地 都 市公 共 施 設 用 地 7,511,88 14.3地 区 公 共 施 設 用地 13.222_00 25.1

小 計 20,733_88 39.4

公 団 用 地 鉄 道 用 地 4,158.00 7_9
社 会 文 化 施 設 用 地 4,107_00 7.8

商業 業 務 施 設 用 地 10.079.25 19.2

小 計 18,344.25 34.9

民 間 商 業 農 務 施 設 用 地 13.542.75 25.7

一士∃ l
-- -I･･

図 2.5.1 土地所有区分計画図
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第 6 章 造 成 計 画 7 章

メインス トリー トの レベルは､セ/クー周辺住宅地か ら幹線道路 と立体交差叱 7-1

よbスムーズにアプローチ出来るよう概ね標高 55mとし､プラyトとした.駅広部分

は､幹線道路 と同 じ50m､センター内宅地につV,ては二段構成と し､第 1部墓

本構想 ｢219 造成計画に関す る提案｣の項でのべた原則により､ メイ/ス ト

リー ト側は概ね､ス トリー トL,ベル◎ 05m でフラットとし､サービスヤー ド佃

は周辺道路 との関係か ら､図示如 きレベル構成とし､原則として､いずれ もフラ

ットな面に分解 した造成 としている｡ (第 13部基本設計造成図参照 )o

y､ ､ゝノ～ ヽゝ ゞ

､

ク′

･ ⊥ _ ● 竃 . _ __:
48｡一一 一-~J 1-ご い }̀ こ . ㌔ 1 -て 】

＼'t～=きくこ

- ､｢ 象 ス!I,小 玉 ニ 11m=｢i i

i 女卜州 加 3m Llj
I

図2.6.1 造成計画図
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7 章 建 設 計 画

靴
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小

川
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計画条件

建設段階は 3期とし､各段階での建設規模比率は次の通 Dとする｡

種 別 S.55年 S.58年 S,62年～

令団用也 社会文化施設 市 民セ/クー 0% 0% 100%

専門医診療所 100 0 0

特 定 郵 便 局 100 0 0

派 出 所 100 0 0

商業業務施設 ス - /ミ - 100 0 0

一 般 小 売 店 100 0 0

飲 食 店 100 0 0

業 務 100 0 0

合 言十 100 0 0

氏間用也 商業業務施設 _ス - ノミ _ 0 100 0

一 般 ′｣､売店 0 α 100-α

飲 食 店 0 β 100-β

業 務 0 r 100-γ

鉄道建設時は､ S.58年 とする｡

7-2 建設計画

当初の商業需要をまかなうのは､公団用地内の商業施設であ9､その位置は周

辺住宅地の建設計画に応 じたかたちで決定 されねばならないO従 って本計画では､

建物の建設時期が一定でない独立住宅地よbも､人 口も多 く一定期間内にまとめ

て計画建設される集合住宅地の配置を特に考慮 した｡ (図 27.1)
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弟 8 章 南側隣接地区の設計

センター区域の南側､住区幹線をはさんで立地する区域はマンシ ョン建設用地

として計画 されているO

当地区の用途地域性第二種住居専用地域 (建ぺい率 60%､容和室 20% )､

又第 2種高度地区 (高度制限 15m )の予定であb､本計画では一応図 281に

示すようVC建物を配毘した.一部センターに近い住棟の 1椎は店舗とし､セ y ク

ー .ショッピングス ト1)- トの延長として計画 したo

l階が店舗の住棟は､上に乗る住宅部分が 4階､その他住棟は 5階建のマン シ

ョ/として計画 している｡ マンション建設計画の採算面での検討は今後の課題 と

' なるo

総 面 稀 20,889.75け㌔

幹 線 道 路 2.587,00〝㌔

サ ー ビス 道 路 1,667.25m2

歩 行 者 専 用路 1,590_00m2

宅 地 面 積 15,045,5077i2

計 画 戸 数 204戸 (ネット床面積 82m2/戸.NET136戸/{za)
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図 2.8.1 配置平面図
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1 章 綜 合 計 画

1-1 周辺状況

a) 位 置

第 2地区の東部､市営地下鉄 3号線のD駅前に立地する地区センターであれ

鉄道を軸にT字形に拡がったセンターであるn (図 311)

図 5.1.1 位置図

b) 鉄 道

市営地下鉄 3号線が区域のは ゞ中央の地下を東西軸に走っており､その上部は

駅附近の一部を除いて歩行者専用路となっている｡ レベルは鉄道が標高 28m､

歩行者専用路が 38mである｡

駅は､センターのE19側､南北に延びる歩行者専用路 との交点附近に設け られ､

ブ ラ ッ TLホームは- ツ島式である｡ (図 312)
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e) 道 路

地区の南端に､都市計画道路 ･新横浜元石川線 (巾員 40m)､東端に同 しく

都市計画道路 ･大熊東山線 (巾員 20m )が走っている｡その他は北側の地区を

除いては､概ね 9m (一部 6m )のサービス道路が接 してV,る｡ (図 312)

d) 歩行者専用路

セ / クーに入って くる歩行者専用路は 6本あり､東側 と西側からは鉄道数を利

用 した ものが､南側の宅地か らは 3mの歩行者専用路が 2本､北側の宅地から同

じく1本,又北端部は 10mの緑道に接 している｡ (図 312)
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e) 周辺土地利用

酬 別に集合住宅地､北端の道路沿いに中学校と集合運動場､近隣公園 2号 とオ

-プンスペースがまとまって接 してV,る｡又鉄道敷上の歩行者専用路北側に沿っ

て小学校と幼稚園が配置されている. (図 313)
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図 5,1.5 周辺土地利用図

2 全体計 画

丁字形をしたセ/クーの軸ともいえる鉄道敦上を利用 した巾広い歩行者専用路

が､本セ ンターの空間構成上の大きな特色であ9､ これを中心に空間的演出を図

ってレヽるo

この歩行者専用路 と直交するかたちでメイ/ス ト1)- トを配 してT字形の/くタ

ーンとし､その交点部分に駅 を設けた｡駅を中心にセ ンターが三方向に延びるか

たちにな9､駅前が文字通 bセ/クーの核となる｡

駅広はバスとIai卓 との乗政客の利便性を考え､幹線道路 より引き込んだかた ち

で駅に隣接 して設ける｡台形型の駅広を採用 し､鉄道を中心に南北対称 となるか

た ちに配置 した｡ (図 314)
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牽∫∫11､､もーl ♯ 2 章 土地利用計画

地区セ/メ-Dの土地利用は次の表の通 りであるO

# BrJ 用地面積Tn2 比率% 床面稽m2 容確率% 備 考

公 都 市 幹 線 道 路駅 前 広 場 3.082.005,934.75 4.38.3

八川 公共施設 緑 道 405.60 0,6

小 計 9,422.35 13.2

サービス道路 4,378.50 6.1

地 区 歩行者専用路 13.971.93 19.5

也 公共施設 外皮 (緑地 ) 6,615.85 9.2

小 計 24,966.28 34.8

･｣､ 計 34,388.63 48,0

宅也 公団用地 鉄 道社会文化魔設用地 1,011_505,964.00 1.48_3 3.780_00 62_9

藷 薫 養 老 ll,905.43 16.7 14,660.00 123_6

小 計 18,880_93 26,4 18,440.00 103_2容積率は､鉄道用肋を除く(

民間商薬業務 施 設用 地 18,296.32 25.6 22,000.00 120_2

小 計 37,177.25 52.0 40,440.00 111.8容積率は､鉄道用地を除く,,

合 計 71.565,88 100.0 40,440,00 56.5

､㌦
,-
,､

妻

,;,,
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第 3 章 交 通 計 画

5-1 計画条件

a) 鉄道駅

o市営地下鉄 3号線D駅

○プラッ トホーム形式･.･･- ツ島式｡ 巾 8m｡長 さ 120m

o軌道 t/ベル- ･標高 28m. プラ ッ トホー ムt/ベル･ ･29m

o乗降客数･ ･43.040人/ 日

b) 駅前広場 ( ｢啓北ニュータウン交通計画｣報告書 よb

バ ス 駐 車 場 バス利用者 (人/ピーク1時間 ) 6,530人パス集中台数 73台/人

必要パース数 8バース

送迎車駐車用地 ど-ク 1時間全乗用者 620台送迎車台数 310台

必要パ-ス数 10J{-ス

タクシー駐車場 必要パース数 14パー ス

C) 駐車場 ( ｢港北 ニュータウン交通計画｣報告書 よb

買 物 . 娯 楽 用 駐 車 場 85台

業 稚 用 駐 車 場 店 舗 サ - ビス 業 109台
業 務 施 設 49台

社 会 文 化 施 設 7台

合 計 165台

O通勤 ･通学用の駐車場は､周辺民有地の有料駐車場でとることとする｡

○買物 ･娯楽､英務用は､当面 1/2を平面で確保 し､将来はその一部を立体化 し

てまかな うこととするO
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5-2 駅

D駅は地下駅であ り､ L'-ル面 と地上面 との l'ベル差が 10mあるoその為に､

コソコースや改札口など駅施設の t,ベルをその中間位置 (33m )に設け､この

t,ベルに駅広の下を横断 し､センターの西側に延びる鉄道敷上の歩行者専用路 に

迎終する通路を設ける｡ この通路から､駅広のバスノミ-スに通ずる階段を設け る

ことにより､駅広における人 と車のスム-ズな立体分離が行えるo

又､駅広 と}インス ト.)- トの間 に駅か らの出入口を設けることによって､駅

とス トリー ト空間あるいは駅 と駅前広場 を直接連絡す ることが出来るO (図331)

i山路通路 l 1【> 1･@冠用 .,ge.≡シ,-誓 リート

t1 I/ .33.OLl ト ー.-- .一一一ユー淵H-淵ト-++14 -.一･一一.三斡〇･.一一一
I rjlI iL l＼ l lJ

㍗ +I<喜田

図 5.5.1 D駅平面図及び断面図
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5 - 5 駅 前広場

駅前広場は､電毒 との乗換客の利便性を考慮 し､駅に隣接 して配置 し､

歩車分離は立体的に行 っている｡ (図 333)

既に第 1部で述べた台形広場 とし､鉄道を軸に対称 となるかたちに配置 し､取

付道路 である都市計画道路 ･新横浜元石川線か らのサービス道路は巾員 12m と

する｡

駅広とス トリー トとの問には駅-の階段を設け､ス トリー ト空間に駅広の表情

を直接出さ75:い ように した｡

パス乗降場は 7バースを中央の島にと9､駅へは地下通路 により立体的に連絡

され る｡周辺の歩道部分には/(ス 1パースと､ククシ-乗降場及びキスアン ドラ

イ ドの為のスペースをとる｡各々の乗降場には, E]除け と雨除けの為の庇を設け

る｡ (図 331,図 332)

OC)O､〝入廿も､＼ゝロー ⊂)ト､･く) メイ/ス い)- ト

38.0

≡∃- 2.

0 53

司 /′-

i C)+ ー

図 5.5.2 駅前広場
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一
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サー ビス道路

駅前広場のと りつ く都市計画道路 ･新横浜元石川線 よりのサービス道路は･そ

の取付部迄 12m(15-90- 15)とし､更に 9m巾で北側の縁遠迄延長す

る｡先端には車返 しを設けてクル T:サ ック状になるが･実際には西側の集合住宅

地内のサービス道路 と接続す る様に計画するo

東側の宅地のサービスは､区域境界線におって配置されている 9m (一部 6m )

のサービス道路 より行 うo (図 333)

5-5 駐車場

駐車場 とサービスヤー ドは､図 333に示す様 に､敷地の周囲､サービス道路

おいに外皮の内側にまとめて配毘するOサービス道路か らの出入口も数ヶ所に集

約することによって車の動線 を整理するとともに､外皮の切断個所を最少隈に押

える｡

客用駐車場は､その利用効率を考え､公団用地内にまとめて配置する様VC計画

した｡民間用地 化かいては､業務用の駐車場の他に､住居施設 (マ/ シ ョン )用

に3戸VC1台程度の割合で駐車場を確保 出来 るように計画 した｡

図5.5.4 交通計画図 (辛 )
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5-6 歩行者専用鴇

駅前広場に接 して南北方向に走る歩行者専用路は､ 巾員 12m ､ 長 さ 280仇

と して当セ/クーのメインの ショッピングス トリー トとするO 両端VC広場を配 し､

中央部の駅前､鉄道上の歩行者専用路 と直交する交点にも台形の広場を設けた｡

鉄道上の歩行者専用路は､ プラットホームの上で吹技 をとる為に左右二本に分

れる｡

サ ブス トリー 相 図に示す様にメインス トー)- トの西側の宅地内qc二本設ける｡

(図 33.4)

図5.5.4 交通計画図 (人 )
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を配し､

けた｡

本に分

設ける｡

予

､
＼ー

弟 4 章 施 設 配 置 計 画

4-1 計画条件及び計画概要

O用途地域は近隣商業地域 (容積峯 400%､建ぺい率 80% )

｡第三種高度地区 (高度制限 207m､北側斜線制限あ り)

○防火地域

o施設内容及び規模は次表の通 b

産 別 用 地けf 延床面聯m2 容積率% 備 考

公 社会文化施設 市民セ/メ- 2,090 1,200 57.4 市の地区センター (公民館+図書室

( 2,000 )(1200) (60 )+集会室75:どの集合ビル)8科(内科.小児科.外科.皮フ科,眼科
公 民 館 1,060 600 56.6

( 1,000 )( 600) (60 )
専門医診療所 1500 1200 80

( 1500 )(1,200)(80 )耳鼻科,歯科.産婦人科)150㌦/料
節 一般医診療所 990( 1,000 ) 600( 600) 60.6(60 )妄畿措 盟 鬼 門.4牒 tiEM#)̂

用也内施A 派 出 所 165( 165 ) 80( 80) 50(50 )駐車場 1台○住宅をLo

特 定 郵 便 局 200( 200 ) 100( 100) 50(50 )

小 計 6,005( 5,865 ) 3.780(3.780) 62_9( )

商菜菜 1. - +† - ( )( )( )( ) 3.000(3.000)( )最寄品店 :買廻晶店≒6:4学研 讃歌 ㌍ 5_xtg(*3詣 デ

一 般 ′｣､売 店 6,480(6.480)(100)

務施設 飲 食 店 940( 940)(100)

菜 摘 施 設 4,240(4.240) (200 )

小 計 ll,864.43( ) 14.660(14,660) 123.6( )

小 計 17,869.43( ) 18,440( ) 1032( )

氏間 商英美 ス - ノミ - ( )( ) 1,500(1,500)(100 )最寄品店 :貢廻晶店≒6:4亨6&5新藤獣誓書還)(ji75㍍

Ll用 一 般 小 売店 12,720(12,720) (100 )

也 雅施設 飲 食 店 ( )( ) 1,420(1,420)(100)
内施設 業 狗 施 設 6,360(6,360) (200 )

小 計 18,296.32( ) 22.000(22,000) 1202( )

( )内敵手は計画条件値

o これ らの施設の他に､民間商業業務施設の上部VCは住宅 (マ/シ ョン )の建設が考

えられる｡
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4-2 商業巣箱施設

商業業務施設は直接各ス ト1)- トに面 して配 置す る｡ 各施設は概ね一階であ

るが､駅前周辺には買姻晶を中心 とした店舗や専門店 ビルなど2階か ら4降程度

に立体化 される｡

メイ/ス トリー トの南北両端の広場に面 して､核店舗 と してスーパ-を配足 し､

端部の闇めとして相互に人々を引きつける効果を期待する0

オー7'/モールであるメイ/ス トリー トの両側には､内皮 としての統一 された

デザインの71ケー TIを設け､道空間にアイデンテ ィティをもたせ るO

公 団宅 地 内 に設 け る 2本 のサ ブス トリ- トは､建築計画 と一体 となったか

たちで構成 され､処々にボケ yト広場を配す る等､ メイ/ス t-リー トとは臭 った

牢唖気の道空間を形成する. (図 341)

■ ヽ

サ7'ストリート

ポ ケ ッ ト 広 場

図5.4.1 商業業務施設配置図

4-5 社会文化施設

近隣公園の壌境 をとb入れたかた ちで市民セ/クーは北端に､救急車をは じめ

利用者の車の俵を考慮 して専門医診療所 は南端に､ コミュニイテ ィ施設 としての

誘致圏を考慮 して公民鶴と一般医診療所は東端に､派出所と特定郵便局は利便性を

考え駅前に配毘 した｡ (図 342)
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当セ/クーの法的規制は､近隣商英地域､第 3種高度地区 (20m迄 )の予定

であるため､立地条件等を考え合せると､民間用地内商業施設の上VCはマ/ショ

/を主体 とした住居施設の建設が予想されるo従 って本計画では､市の E]照等指

導管網を考慮 した上で図 343VC示す様な住棟配置を行 った0

1階商業施設の階高を充分とった上 に原則として 5階建のマ/シ ョンが乗ると

仮定 して計画 してV,る.又､公団用地内店舗上と､一般医診療所上 VCは､原則と

していずれ も併用住宅を設けた計画としているo

計画戸数 と人口は次のとお りである.

計画戸数 187戸 (ネ ット床面積 80m2/戸 )

計画人口 7 10人 (38人/戸 )
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第 5 章 土地所有区分計画

第 1部の基本構想で述べた原則把より､当地区の土地所有区分計画は図 351

に示す ようVE行 った｡

各々の用地面積は次の通 Dである｡

種 別 面 稀 m2 比 峯 %

公 共 用 地 都 市 公 共 施 設 用 地 9.422.35 13.2地 区 公 共 施 設 用 地 24,966.28 34.9

小 34,388_63 48_1

公 団 用 地 鉄 道 用 地 1,011.50 1_4
社 会 文 化 施 設 用 地 5,964.00 8,3

商 業 業 雅 施 設 用 地 ll,905_43 16,6

･J､ 計 18,880_93 26_3

民 間 商 業 業 務 施 設 用 地 18,296.32 25_6

図 5.5,1 土地所有区分計画図
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6 章 造 成 計 画

}イ/ ス トリー トの レベルは､セ/クーを縦断する鉄道､幹線道路 との関係か

ら､概ね標高 38〝lとし･駅前から北-のぴる部分のみ周辺 との関係から38-

36mへと緩い勾配をつけて処理 しているO駅広は･ス Tl)- トレベルと同 じ

38m.セ/クー内宅地については･二段構成とし･第 1部基本構想 ｢2-9

造成計画に関する凍案｣の項でのべた原則により､ メインス トリー ト側は･概ね

ス トリー トL,ベル⑳ 0- 1mの範囲でフラットとし､サービスヤー ド側は･周辺

道路との関係から図示の如きレベル構成とし･原則としていずれも7ラットな面

に分解 した造成としている｡ (第 13部基本設計造成図参照 )

･
､
､

lSX
(:

＼I,,'',I
...I;I(,
,,I:
,礼

軒

図5.6.1 造成計画図
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第 7 章 建 設 計 画

7-1 言†画条件

建設段階は 3期 とし､各段階での建設規模比率は次のとお りとする｡

種 別 S.55年 S.58年 S.62年～

公EZl用也 社会文化施設 市民セ /クー 0% 0% 100%

公 民 館 0 0 100

専門医診療所 100 0 0

-般医診療所 100 0 0

特 定 郵 便 局 100 0 0

派 出 所 100 0 0

商業業務施設 ス - /i- 100 0 0

- 般 小 売 店 100 0 0

飲 食 店 100 0 0

業 務 100 0 0

合 計 100 0 0

氏間用地 商業業務施設 ス ー パ _ 0 100Crβ 0

一 般 ′｣､売 店 0 100-α

飲 食 店 0 100-β

業 務 0 γ 100-T

鉄道建設時期は､S.56年
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7-2 建設計画
当初の商業需要をまかなうのは公団用地内の商業施設であ り､その位置は､周

辺住宅地の建設計画に応 じたかたちで決定 されねばならないo従 って本計画では

建集の建設時期が一定でない独立住宅地よDも､人 口も多 く一定期間内にまとめ

て計画設計される集合住宅地の配置を特に考慮 したo (図 3･71)
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* l 章 綜 合 計 画

1-1 周辺状況

8) 位 毘

第 1地区の北東部､都営地下鉄 6号線 (高架駅 )と市営地下鉄 4号線 (地下駅)

のE駅前に立地す る地区セ /クーであるo

都市計画道路 ･日吉元石川線をは さんで北側の ブロックと南側の ブロックに大

きく二つに分かれ､北側のブpノクは 20m緑道に接 しているo (図 411)

､ C;? ､-＼ /フ ＼､
し // ､､､､

､J ･一一′′＼
＼ ) _-

図4.1.1 位置図

b) 鉄 道

図 412に示す様に､都営地下鉄 6号線はセンターの西端部を高架 (標高 29

m )で斜めに走ってお り､市営地下鉄 4号線は都市計画道路 ･日吉元石川鍍の地

下 (標高 75m )を走 ってい る｡その為に両線の駅は､平面的にも立体的にも離

れた位置に設けられる｡都営地下鉄 6号線駅は相対式 プラノトホーム､市営地下
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○) 周辺土地利用

北側は緑道 にrptって近隣公園と既存の屋敷林を残 した自然地形が拡がるO屋敷

林の更に北側の高台には集合住宅地が続 くO南西部の 10m緑道の両側は一部に

自然地形を戎 した集合住宅地であ り･その他は概ね独立住宅地となっているO

(図41,3)

図 4.1.5 周辺土地利用図

1-2 全体計画

当セ/クーの周辺の空間的特質はなんといっても､せせ らぎをもつ 20mの緑

道と､その北側に拡がる自然地形を鼓 した近隣公園と屋敷林の緑地帯である｡

計画VC当ってほ､ これ らの緑を借景 として､地区の北側をセ/クーの庭園的な

扱いをし､相互VC一体化する空間の演出を図ることが必要である｡

駅前広場は二つの駅の間に設け､都市計画道路に直接取 9付ける｡都営地下鉄

6号纏と都市計画道路がは ゞ450の角度で交差 しているので､これを利用 した

かたちの台形型広場を採用する｡

北側 ブロックのほ ゞ中央に､東由軸のメインス トリー トを配置するOこのメイ

ンス トリー トが駅前広場にぶつかる点に広場を設け､都営地下鉄 6号線駅からの

ス トリー トと､南側のブロックに渡るス トリー トとを接続する｡ (図 414)
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図4.1.4 全体構想図
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ホ 2章 土地利用計画

地区七 / クーEの土地利用は次の表の通 りであるo

Gi
<
J
r

針

_
ノ
壁

(r廃材γM
メ止尿袋べ

& 別 用地面積〝㌔ 比審% 床面積nf 容積率% 備 考

栄八･月也 都市公 幹 線 道 路駅 前 広 場 6,423.506,898.75 9.19,8

)も施設 緑 道 5,645_00 8,0

小 計 18,967.25 27_0

サービス 道 路 2､245.75 3_2

地区公 歩 行 者 専 用路 10,346_00 14.7

)も施設 外 皮 (緑 地 ) 4,309.50 6.1

小 計 16,901_25 24.0

小 計 35,868.50 51.0

宅也 公 団 鉄 道社会文化施設用地 2.804,255,845.50 4,08.3 3.780.00 64.7

用 地 商業業殉施設用地 ll.291.75 16.1 ll,750_00 104.1

小 計 19,941.50 28.4 15,530.00 90,6容積率は鉄道用地を除く

民間商業菜 朔施 設用地 14.486,25 20.6 17,120.00 118.2

小 計 34.427,75 49.0 32.650.00 103.2容積率は鉄道用地を除く
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第 3 章 交 通 計 画

5-1 計 画条件

a) 鉄道駅

○都営地下鉄 6号線 E駅

プ ラッ トホー ム形式 --相対式o 巾 5mo長 さ 170m｡

軌道 レベル - -標高 29m o プ ラッ TLホー ムレベル.･- 30mo

o市営地下鉄 4号線 E駅

プラ ッ トホ-ム形式 ･･- ツ島式｡ 巾 8m｡長 さ 120m｡

軌道 レベル･･･.標高 75m｡ プ ラッ トホームレベル････85mo

o乗降客数 --･52,420人

b) 駅前広場 ( ｢港北 ニ ュー クウ/交通計画 ｣報告書 よ b )

パ ス 駐 車 場 J<ス利用者 (人/ tl.-ク 1時間 ) 7,500人バス集 中台数 83台/時

必要/I-ス数 9パース

送迎車駐車用地 t='-ク 1時 間全乗用車 640台送迎卓台数 320台

必要 パース数 11パース

タクシー駐車場 必要 バース数 17バ-ス

C) 駐 喜場 ( ｢港北 ニ ュー タウン交通計画｣報告書 よb

買 物 . 娯 楽 用 駐 車 場 60台

業 務 用 駐 董 場 店 舗､サービス業 85台
業 務 施 設 35台

社 会 文 化 施 設 5台

合 言† 125台
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o通勤 ･通学用の駐車場bi･周辺民有地の有料駐車場でとることとするo

o買物 ･娯楽 ･業務用は･当面 1/2を平面 で確保 し･将来はその一部を立体化

してまかなうこととする0

5-2 駅

高架駅である都営地下鉄 6号線駅は､軌道面のレベル (標高 29m )と駅前広

場のt,ベル (標高 21･5m )の差が 75mあるoその為･ コンコースや改札口な

どの駅施設のメインレベルをその中間 (標高 25m )に設け､こゝと都市計画道

路の南側のブロック (標高 27m )をつなぐかたちでプ リ ッ:)をかけることによ

って､駅前広場におけるスムーズを人と車の分離を行 うo (図 431参照 )

地下駅である市営地下鉄 4号線駅は､軌道面のL,ベル (標高 75m )と道路の

L'ベル (標高約 21m )の中間に駅 コンコースの レベル (標高 145m )を設定

し､この L,ベルの地下通路によって都営地下鉄駅 とを連絡するo又都市計画道路

の両側等に必要に応 じて地上のス トリー トとの連絡口を設けるO (図 431)

図4.5.1 E駅平面図及び断面図

5-5 駅前広場

駅前広場は､図 433に示すように配毘するO車歩分離は立体的に行 っている0
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5-5 駐車場

駐車場及びサービ ス ヤー ドの レベルは原則として､歩行者専用路 とサービス道

路との L,ベル関係に応 じ･ス ト1)- トt/ベルよ985m下 りか･3m～4m79

(一階分 )としている｡

外皮内側にまとめて配置し･サービス道路からの出入 口も可能 な限 り集約化する

ことによって車の動線を整理するとともに､外皮の切断個所を最少隈に押えるo

客用駐車場は､その利用効峯の点から公EiI用地内にまとめて配置するようVC計

画した.民間用地 においては､業務用の駐車場の他に､住居施設 (マンシ ョ/)

用の駐車場を､ 3戸に 1台程度の割合で確保出来 るように計画 したO

図 4.5,5 交通計画図 (辛 )

5-6 歩行者専用路

都営地下鉄 6号線駅前の三角形広場よ912mの歩行者専用路が駅前広場にお

ったかたちでの南東にのぴ､メインス トリー トと連絡するo駅前広場との間に奥

行きの浅い宅地 (12m )を設け､交通広場vEよって街並の雰囲気を切 らないよ

うにする｡

メイ/ス い)- トは､北側 プロyクの中央を東 西方向に配置 し､ 巾鼻は 12m､

長さを 280mとした.両端に広場を配 し､西側の広場に駅よbのぴるス トリ1
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トと､南側の ブロックにのぴる 9mのス =)- トが接続する.東側の広場か らは

都市計画道路に設け られたバスス トップとを結ぶ 6mの歩行者専用路がのぴ､更

に南側の宅地か らの 3mの歩行者専用路 とを結ぶ渡道橋が とりつ く｡

セ ン タ-の南側の ブロックは､ 9mの歩行者専用路が折れ曲ったかたちで配置

され るo途中に設け られた三角形広場には.駅前広場か らのぴる3mの歩行者専

用路がとりつ く｡

サブス ト1)- トは､ メ イ / ス ト1)- トの北側の公団宅地内に設ける｡(図434)

図4.5.4 交通計画図 (人 )
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● 4 軍 施設配置計画

4-1 計画条件及び計画概要

O用途地域は近隣商業地域 (容積率 400%､建ベV･率 80% )

0第三種高度地区 (高年制限 20m｡北側斜線制限あb )

o防火地域

o施設内容及 び規模は次表の通b

種 別 用 地m2 延床面積m2 醐 覧 備 考

公 社会文化 市民七 /クー 2.000(2.000 ) 1,200(1,200) 60( 60)雪濃箭諸元宣誓雪+図書重量 悪 餌 遅 配 敷 lBi5胡 科

公 民 館 1,000 600 60(1,000 )( 600)( 60 )

専門医診療所 1,485(1500 ) 1,200(1,200) 80( 80 )

EZl用也内施 一般医診療所 995.5(1,000 ) 600( 600) 60( 60)孤 綿 .恐 節魂哲男慧ぐ

派 出 所 165( 165 ) 80( 80) 50( 50 )駐車場 1台o住宅なし

特 定 郵 便 局 200( 200 ) 100( 100) 50( 50 )

小 計 5,845.50(5,865 ) 3.780(3.780)( )

商業業 -モ ー ∵て - (1,500 ) 3.000(3.000)(200 )扱者晶店 :買廻晶店≒6:4亨6BA5g)撃 散 警 告tio3ĝ(-言51%R)

一 般 小 売 店 ( ) 4,480(4,480)(100 )

雅施設 飲 食 店 ( ) 750( 750)(100 )

設 菜 摘 施 設 ( ) 3.520(3.520)(200)
･｣､ 計 ll,291,75( -. ) ll,750(ll,750)( - )

小 計 19.941.50( - ) 15,530(15,530) 90,6( - )

氏 商業菜 ス ー パ _ ( )(1.500)(100 )最寄品店 :買廻品店≒6:4亨6hk5g)賢弟 獣 ㌍ 誓 箭 言51%3

間用 一 般 小 売 店 ( )(9.720)(100 )

也内 務施設 飲 食 店 ( )(1,120)(100 )

施設 業 務 施 設 ( )(4,780)(200)
小 計 14,486.25( - ) 17,120(17.120) 118.2( - )

( )内数字は計画条件値

o これ らの施設の他 に､民間商業業務施設の上部には住宅 (マ ンシ ョン )の建設

が考え られ る｡
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4-2 商業業務施設

商業業務施設は直接各ス トリー トに面 して配置する｡

各施設は概ね一階であるが､駅前周辺には買廻品を中心 とした店舗や専門店 ビ

ルなど2階か ら4階程度に立体化され る｡

核店舗 としてのスー/i-は､一つはメイ/ス トリー トの東端の広場に面 して配

置 して端部の固めとし､一つは都市言十画道路の南側 ブロックに配置 して道路によ

って分断されている南側 7Pツクの商業立地性を強化する｡

駅前広場の東側に面 した小宅地には､派出所や郵便局の他に､ 小さな契茶店や

D.P.コーナー､果物店等のマグネットシ ョップ､サ-ビスのあまbない店等々の

商業 ･サービス施設を配置する｡

オープンモールである 12mと9mのス トリー トには､内皮 としての統一 され

たデザインの庇状のアーケー ドを設け､道空間にアイデ /ティティをもたせる｡

公 団宅地 内 に設 けるサ ブス ト1)- トは､ 建築計画 と一体 と怒ったかたちで

構成 し､処々にポケ ット広場 を配する等､メインス ト1)- トとは具 った雰囲気の

道空間を構成する｡

緑道 に面 した施設は､北側の 自然地形の緑を借景 として生か した建築計画を行

う｡ (図 441)

.r
-

.
;

図4.4.1 商業業務施設配置図
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社会文化施設

市民セ/メ-と公民館は一体の施設として､メインス トリー トの東端の突き当

りに広場に面 して配置する｡建築計画は北側の緑道及び自然緑地を考慮 して行 う.

専門医診療所は､救急車や利用者の卓の優を考慮 し､駅前広場の南側の宅地に

都市計画道路に面 して配置するO一般医診療所はコミlニイティ施設としての誘

致圏を考慮 し､南側 ブロックの南端に配置 したO

派出所と特定郵便局は､駅前広場 と12mス rリー トの間の′ト宅地に配置 した｡

(図 442)

釈
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~~■一一一･･L
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市民センタ-･公民館

広場一一････一

柳 や お ,.:

図4.4.2 社会文化施設配置図

住居施設

当センターの法的規制は､近隣商業地域､第 3種高度地区 (20m迄 )の予定

であるため､立地条件等を考え合せると､民間用地内商業施設の上にはマン シ ョ

ンを主とした住居施設の建設が予想されるO従 って本計画では､市の E]照等指導

要綱を考慮 した上で図 443に示す様な住棟配置を行 った｡ 1階商業施設の階高

を充分とった上に原則として 5階建のマン シ ヲ ンが乗ると仮定 して計画 しているo

又､公団用地内店舗上と一般医診療所上には､原則としていずれも併用住宅を設

けた計画としている.計画戸数 と人口は次のとおりである.
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計画戸数 163戸 (ネット床面禰 80m2/戸 )

計画人口 619人 (38人/戸 )

(但 し公団用地内の施設併用住宅は除 く)
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* 5 章 土地所有区分計画

第 1部の基本構想で述べた原則把より､当地区の土地所有区分計画は図 451

に示す よ うに行 ったO

各々の用地面ilrは次のとお りである｡

フ
ト

JM

Pr
ノ脅

､q

/

＼ヽ

/
㌃
JJy

種 別 面 積 TTf 比 率 %

公共 用 地 都 市公 共 施 設 用 地 18,967_25 27.0地 区 公 共 施 設 用地 16,901.25 24.0

小 計 35,868.50 51.0

公 団 用 地 鉄 道 用 地 2.804.25 4.0

社 会 文 化 施 設 用 地 5,845,50 8.3

商業 業 務 施 設 用 地 ll.291,75 16.1

小 計 19.941ー50 28_4

民 間 商 業 業 務 施 設 用 地 14,486.25 20.6

図 4.5.1 土地所有区分計画図
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7-2 建設計画

当初の商業需要をまかなうのは公団用地内の商業施設であ り､その

住宅地の建設計画に応 じたかたちで決定されねばなら太い.従って本計画では

薬の建設時期が一定でない独立住宅地よDも､人口も多 く一定期間内にまとめ

計画建設される集合住宅地の配置を特に考慮 した｡ (図 471)
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第 5 部 地区セ ンターFの基本設計





l JE F :: ･→ :-i

1-1
周辺状況

A) 位 毘

第 2地区の西部､都営地下鉄 6号線 F駅前に立地する地区センタ-であるo

北西より南東の方向に延びる細長いかたちを してお り､中間で都市計画道路 .

中山北山田線と都営地下鉄 6号線が横断 してお り･この二つの交通幹線によって

大きく三つのブpックに分けられるo (図 511)

図5.1.1 位置 図

b) 鉄 道

図513VC示すようVC､都営地下鉄 6号線が､地区の中央よりや 南ゝ寄 bのと

ころを地下部分 (標高 53m )で横断 している｡駅はセ/クーとの交差部分に設

けられ､ プラットホームはニ ッ島式であるo
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C) 道 路

図 513に示すように､地区の中央よりや ゝ北寄 りに､都市計画道路 ･中山北

山田線 (巾員 22m )が標高 55mの レベルで横断 しているO

地区の東側 と西側は､巾員 9mのサービス道路が接 してお り､東側の道路は都

市計画道路 と平面交差するが､西側の道路はその上を立体交差 してV,る｡

(図 512)

d) 歩行者専用路

メインの歩行者専用路 としては､地区の北西端に 9mと6mの巾員の ものが2

本､南東端に 6mと3mの巾員の ものが 2本入ってくる.その他は南西部よbサー

ビス道路の下を通 って巾員 6〝lの ものが､又東側 より鉄道敦の上を利用 した歩行

者専用路 と､北東部よ93mのものが入ってくるO (図 512)

e) 周辺土地利用

当セ ン タ ーは地区の両端で歩行者専用路をはさんで集合住宅地に接 しており､

あとは全て由立住宅地 となっているO (図 513)
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図 5.1.5 周辺土地利用図

1-2 全体計画

当センターの特色は､四つのセンターの うちで最も細長V,形状を してか9､又

東由に独立住宅地､南北に集合住宅地 と住宅地のみに囲まれているとい う周辺の

環境の同質性にある｡

中央のセンターを縦断するかたちで歩行者専用路を設けるが､その長さは実質

700mの距離vcなる｡そ してこのセ ンターをほ 三ゞ等分する位置に､鉄道 と都

市計画道路 とtnう二つの交通幹線が横断 してお り､ この長いス ト1)- トを中心に

した道空間をいかに演出するか､又交通幹線によb分断されたセンター空間を一

体化させることが必要である｡

駅前広場は電車との乗換客の利便性 を考慮 して幹線道路 よb引き込だかたちで

駅に隣接させ､街並の分断を選ける為に台形型広場を採用 した｡ (図 514)
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■ 2 章 土地利用計画

地区セ/クーFの土地利用は次の表の通 りである○

.I.,I,"

ー
＼､i:Ll..

都 別 用地面積㌦ 比率% 床面積TTi2 容積率% 備 考

公八岡也 都市公 幹 線 道 路駅 前 広 場 2,486.005,655.25 3_88_6

)も施設 緑 道 0 0
･｣､ 計 8,141.25 12.4

地区公 サ ー ビ ス 道 路歩 行 者 専 用 路 5,255.00ll,019.63 8.016_8

)t施設 外 皮 ( 緑 地 ) 7,102.50 10_8

小 計 23.377,13 35.7

小 計 31,518,38 48.1

宅也 公 団 鉄 道社会文化施設用地 913_507,818.00 1.4ll,9 4,980 63.7

用 地 商業兼務灘l設用地 10,611.25 16.2 13.040 122.9

小 言十 19.342.75 29,5 18,020 97.8容積率は鉄道用地を除くo

民 間 商 業 菜 摘 施 設 用 地 14,673_50 22.4 19.570 133.4

小 計 34,016.25 51.9 37,590 113,6容積率は鉄道用地を除く○
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第 3 葦 交 通 計 画

5-1 計画条件

a) 鉄道駅

o都営地下鉄 6号線F駅

プラ ッ トホー ム形 式 ･･- ニ ッ島式O 巾･････中央部 115m (端部 6m )0

長 さ 170m｡

軌道 レベル -･-標 高 53m｡ プ ラ ッ トホ ー ム レベル････標 高 54m

o乗降客- I50.080人｡

b) 駅前広場 ( ｢港北ニ1-タウン交通計画 )報告香より)

パ ス 駐 車 場 パス利用者 (人/ピーク1時間 ) 5,870人パス集中台数 65台//′時

必要バ-ス数 7ノ<-ス

送迎車駐車用地 t='-ク 1時間全乗用車 540台送迎車台数 270台

必要バース数 9パース

タクシー駐車場 必要パース数 17J,--ス

C) 駐 車場 ( ｢港北ニュータウン交通計画｣報告啓より)

買 物 . 娯 楽 用 駐 車 場 70台

業 務 用 駐 車 場 店 舗 .サー ビス業 100台
業 務 施 設 45台

社 会 文 化 施 設 5台

合 計 150台

合 計 220台

o通勤 ･通学用の駐車場は､周辺民有地の有料駐車場で とることとす る｡

○買物 ･娯楽 ･業拷用は､当面 1/2を平面で確保 し､将来はその一部を立体化

してまかな うこととする｡
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求

都営地下鉄 6号線 F駅は地下駅であ り･軌道面のレべ′レ(標高 53m )と地上

面 (標高 64m )の L'ベル差が 11mあ り､その中間の レベル (標高 59m )に

コ/コースや改札口などの駅施設を設ける. これより駅前広場の下を横断 し､西

に延びる鉄道敷上の歩行者専用路をつなぐ地下通路を設け､この通路 よりパス乗

場へ連絡階段で結ぶことによって､駅前広場にかける人と車の分離を立体的VC行うo

又､地上VCは駅前広場と歩行者専用路の間に､駅からの出入 口を配鼠すること

によって､駅と駅前広場を､或仕訳とス ト1)一 十を直接連絡することが出来るo

(図 531)

プラyトホーム メインスト1)-ト コンコース及び改札口 連絡通路

- 佗-』 11- -y-.露 ~待合メイ ンス r')- ㌔-＼l らi
l lll

.普O I

- ■■■■■■■■■■■■■■■llllllllll■ N-. l

】 過ド一.~一.-＼ l lllL--⊥ ｣ I ＼】辛.lツスアンド逮ライ

図 5.5.1 F駅平面図及び断面図
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5-6 歩行者専用緒

細長いセ ンタ-の中央部を縦断するかたちでメインス トリー トがのぴ､ このス

トリー トより周辺地区 とを結ぶ 3mと6mの歩行者専用路がのひる｡

既に述べたようVC､当地区の計画に当っては延長 700mの長さの道空間をど

の様に演出するかとい う問題 と､二つの交通幹線によって分断 される地区を如何

に一体化 させるかとい う二つの大きを課題があるo前者 に対 しては､ス ト1)- I

を敷地に応 じたかた ちで折れ曲が りを設け･人の動 きに応 じて徐々に薪 らた夜道

空間が展開す るように計画 したO後者の鉄道 に関 しては･分断ケ処である鉄道薮

上を､街並みの雰囲気を分断させないよ う短辺をス ト))- ト側 とした台形塾駅広

と して立体伽 利用 し､あわせて人の動 きの起点である駅出入口をメインス トリ

ー トに面 して設けるo又､ス ト1)- トの反対側には空間に変化 と活気を与えるた

め に･庇 を設け て キ ョスク な どを配 す るo 都 市 計 画 道 路 に 関 して は､

合わせによる廻遊路を､ この都市計画道路 をはさんだかた ちで設けることによっ

て両側の ブpックの積極的 な一体化を図 っているo (図 534)

図 5･5.4 交通計画図 (人 )
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* 4 軍 施設配置計画

4-1 計画条件及び計画相要

O用途地域は近隣商業地域 (容積率 400%､建ぺい率 80%)

0第三種高度地区 (高度制限 20m､北側斜線制限あ り)

o防火地域

o施設内容及び規模は次表の通 り｡

種 別 用 地m2 延床面稀m2 容相室% 備 考

令 社会文化施設 市民セ/クー 2,001 1,200 60 市の地区七ンクー (公民館+図書室

(2.000 )(1,200) (60 )+集会室などの集合ビル)

公 民 間 (21 1,972 1200 60

(2,000 )( 1200) (60 )韻 悪 鋸 澄 宗燭 .ii5認 濁 科専門医診療所 1,500(1,500 ) 1200(1,200) 80(80 )

団 -髄 診療所2ー 1,980(2,000 ) 1,200(1200) 60(60)∴∴∵….㍗.一.∴

用也内Jb衣 派 出 所 165( 165 ) 80( 80) 50(50 )駐車場 1台o住宅なしo

特定 郵 便局 200( 200 ) 100( 100) 50(50 )

小 計 7,818(7,865 ) 4,980(4,980) ( )

商業菜 ス ー パ ー (1,500 ) 3.000(3.000) ( )最寄品店 ニ買廻晶店≒6:4学監g)BR.潰監漂FE_告憲 (完75克)A

- 般 ′小売 店 ( ) 5,440(5,440) (100 )

務施設 飲 食 店 ( )( ) 840( 840) (100 )業 務 施 設 3.760(3.760) (200)
小 計 10,611.25( ) 13.040(13.040) 122.9( )

小 計 18,429_25( ) 18,020(18,020) ( )

氏 商葉菜 ス - /i _ (1,500 )( 1,500) (100 )最寄品店 :買廻晶店≒6:4苧6&5節 男獣 警 告窟 (*375h R

聞用 一 般 小売 店 ( )(ll,160) (100 )

也内 務施設 飲 食 店 ( )( )(1,270) (100 )
施a 業 務 施 設 (5,640) (200 )

小 計 14.673,50( ) 19570(19.570) 133.4( )

( )内数字は言十画条件値

o これ らの施設の他に､民間商業業務施設の上部に壮住宅 (マン ション)の建設

が考え られる｡
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4-2 商業業叛施設

商業業務施設蛙､直接各ス t･1)- トに面 して配置されるO

各施設は概ね一階であるが､駅前周辺と都市計画道路の両側は､ 2階から4階

程度に立体化 している｡

核店舗としてのスーパーは人々を相互に引き合 う効果を考慮 し､鉄道の南側と､

都市計画道路の北側 とに約 300m離して配置している.

駅前広場の南側の奥行き 12mの宅地には､派出所や郵便局の他に小規模店舗

を装毘化 して配毘する｡

オープンモールである 15mと9mのメインス ト1)- トには､内皮として統一

されたデザイ/の庇状のアーケー ドを設け､道空間に7イテ/ティティをもたせ

る｡公団宅地内に設ける2本のサブス トリー トは､建築計画 と一体 となったかたち

で構成 し､処々にポケット広場を配する等､メインス トリー t･とは臭 った雰囲気

の道空間を構成する｡ (図 541)

ここ -=一二.ここ二二二:'丁こ.._.一･･･.■･.⊥ノ '-

サ瀕 ~ト1)ここ:ト

.′′

急 毒 ./,i,,ii fj';:izA,

ポケ ッ ト広場

F,,'スーノヾ-

工 ･, ,- 当 :-t-

1 ㌔I
､t ､L＼､. ､ 巨

図5.4.1 商業業務施設配置図
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社会文化施設

公民館はコミユニティ施設としての誘致圏を考慮 し､一つは地区の北側 に集合

住宅地に面 した位鼠に､~つは市民センターと~体化 したかたちで地区の南側の

集合住宅地に面 した位置に配置するO

専門医診療所は､救急車や利用者の車の俵を考慮 し､都市計画道路の北側に配

毘するO一般医診療所は､公民鮭と同様にコミユニティゾー ンの関係より,地区

の南北の歩行者専用路の端部に配置 したo

派出所と特定郵便局は､駅前広場の南側の宅地に配置 しているO (図 542)
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図5.4.2 社会文化施設配置図
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4-4 住居施設

当セ /クーの法的規制は､近隣商業地域､第 3種高度地区 (20m迄 )の予定

であるため､立地条件等を考え合せると､民間用地内商業施設の上にはマ/ショ

ノを主 と した住居施設の感設が予想され る.従 って本計画では､市の El照等指導

要綱を考慮 した上で図 543に示す様 な住棟配置を行 ったol階商業施設の階高

を充分とった上VC原則と して 5階建のマンシ ョンが乗 ると仮定 して計画 している｡

又､公団用地内店舗上 と一般医診療所上には､原則と していずれ も併用住宅を設

けた計画 と している｡

計画戸数 と人 口は次のとお りである｡

計画戸数 198戸 (ネ ット床面積 80Tli2/戸 )

計画人 口 752人 (3_8人/戸 )

(但 し公団用地内の施設併用住宅は除 く )

図5.4.5 住居施設配置図
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■ 5 章
土地所有区分計画

第 1部の基本構想で述べた原則に よD､当地区の土地所有区分計画は図 551

に示すよ うに行 ったo

各々の用地面積は次の とおりである｡

種 別 面 胡 m? 比 率 %

公 共 用 地 都 市 公 共 施 設 用 地 8.141_25 12.4地 区 公 共 施 設 用 地 23.377.13 35_7

小 計 31,518.38 48.1

公 団 用 地 鉄 道 用 地 913.50 1.4
社 会 文 化 施 設 用 地 7,818.00 ll.9

商業 業 務 施 設 用 計 10,611.25 16_2

小 計 19.342.75 29.5

民 間 商 業 業 務 施 設 用 地 14,673_50 22.4

民間 民間
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第 6 章 造 成 計 画

メインス トリー トの レベルは､セ ンタ-周辺住宅地か らスムーズにアプローチ 7-1

出来 るよ う西端 で標高 60m､東端で 61m､ 中心部で比セ /クーを横断する幹

線道路､鉄道 との関係か ら､62-63mとや ゝ高 くし､全体に緩い勾配 をつけ

て処理 してい る.駅広部分は､ ス トリー トL'ベルと同 じ63mと している｡セン

ター内宅地については､二段構成 とし､第 1部基本構想 ｢2-9造成計画に関す

る提案の項でのべた原則により､ メインス トリー ト側は､ス トリー トレベル⑳0

- 1mの範囲について フラットとし､ サ ービスヤー ド側は周辺道路 との関係から､

図示 の如 きt,ベル構成 とし､原則 としていずれ も7ラットを面 に分解 した造成と

している. (第 13部基本設計造成計画図参照 )

ストリートレベルより約-1m
仇

■-ストリートレベルより約-3m

図561造成計画図
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章 建 設 計 画

1 計画条件

建設段階は 3期 とし､各段階での建設規模比率は次の とお bとする｡

種 別 S.55年 S.58年 S.62年～

公 社会文化施設 市 民 セ ン ク ー 0% 0% loo劣

公 民 館 0 0 100

専 門 医 診療 所 100 0 0

- 般 医診 療 所 100 0 0

団用 特 定 郵 便 局 100 0 0

派 出 所 100 0 0

南桑業務施設 ス - /く _ 100 0 0

一 般 小 売 店 100 0 0

也 飲 食 店 100 0 0
業 務 100 0 0

合 計 100 0 0

氏間用也 商業業務施設 ス - ノミ _ 0 100 0

一 般 ′｣､売 店 0 tT 100-α

飲 食 店 0 β 100-β

辛 0 r 100-㍗

鉄道建設時期は､S.60年
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7-2 建設計画

当初の商業需要をTiか夜うのは公団用地内の商業施設であ り､その位

辺住宅地の建設計画 に応 じたかたちで決定されねばならないo従 って本

建築の建設時期が一定でない独立住宅地 よDも､人 口も多 く一定期間内

て言十画建設 される集合住宅地の配置を特に考慮 した. (図 571)

I.･I
I･

図5.7.1 建設計画図







■ 1 章 綜 合 計 画

1-1 周辺状況

81 位 LLLl

当センターは､第 1地区の東端に位置する｡ (図 611)

住区幹線のノくスス トップより近隣公園をつなぐかたちで､ L字形 に拡がったセ

/クーである｡

図6.1.1 位置図

b) 道 路

地区の南端に住区幹線 (巾員 12m )､ 西側にクル ドサ ック状に巾員 75mの

サービス道路､南東部に巾員 6mのサービス通路が各々接 している｡ (図 612)

C) 歩行者専用路

地区の北側が巾員 9mの歩行者専用路に接 し､南側からは住区幹線をはさんで

- 10 1-



45m.サービス道路をはさんで3mの ものがセンターに入ってくるo

∴ ∴

d) 周辺土地利用

周辺地域の土地利用は､北側に歩行者専用路をはさんで近隣公園が､西側VC中

学校､東側に集合住宅地､南側に独立住宅地が接 している｡ (図 61_3)
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1-2 全体計画

セ ンターのかたちにKI]'って､中央にL字形 にス ト])- トを通す.近隣公園に向

って開V'た広場を端部に設け､この広場に面 して社会文化施設を配置したO

(図 614)
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第 2 章 土地利用計画

近隣セ ンターaの土地利用は次の表の通 りである0

種 別 用地面積77i2 比 率 % 床面析m2 容桁率% 備 考

公 サ ー ビ ス 道 路 1,106_75 4.9

共 歩 行 者 専 用 路 4,497_25 19,8

用也 外 皮 (緑 地 ) 2.918.00 12.9
小 計 8,522.00 37_6

宅也 公団用地 社会文化施設用地 4,553_50 20.1 2.180.00 47.9

商業業務施設用地 4,960.50 21_9 3.690.00 74.4

小 計 9.514.00 41.9 5,870.00 61.7

民 間 商 業 業 務 施 設 用 地 4,656.50 20.5 3.690.00 79,2

･J､ 計 14,170_50 62.4 9.560.00 67.5

合 計 22,692.50 100,0 9.560_00 42.1

=!~諸
つンー



ホ 3 章 交 通 計 画

5-1 季
当地区-のサーヒスは､周辺のサ-ビス道路 よ り行い､サー ヒスヤー tJを敷地

の周辺に外皮に沿ったかたちで配置す るo 出入 口は集約化 して車の動線を整理す

ると同時VE､外皮の切断個所を極力少 くするo客用駐車場は徒歩77'ローチを重

視 し､原則として設けないoノ,･スス トッ7'が住区幹線に設け られるO(図 631)
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5-2 人

メインス トリー トは､巾貞 97nのものを､パスス トップよ り地区を推断するかたち ■

で L字形に紺 ､北側の歩行者専用路 と結ぶo 広場は北端部に近隣公園明 いた
かたちで配置したo (図 632)

図 6･5･2 交通計画図 (人 )



ホ 4 章 施設配置計画図)

4-1 計画条件及び計画概要

○用途地域は第二種住居専用地域 (容積率 200%､建ぺい率 60%)

○第二種高度地区 (高度制限 15m､北側斜線制限あb)

o準防火地域

○施設内容及び規模は次表の通 り

種 別 用 地m2 延床面積〃㌔ 容積率% 備 考

令班用也内 社会文 幼 稚 囲公 民 館一般医診療所 2,053.5(2.000 )10750 800(800)600 39.0(40 )558 引時速

(1,000̀ )975 (600)600 (60')61_5 6科(外科.眼科.内科.′｣､児科.由科
(1,000 ) (600) (60 ) 産婦人科)10伽か科(含住宅 70d)

化施設 駐 在 所特 定 郵 便 局 250( 250 )200( 200 ) 80( 80)100(100) 32(32 )50(50 ) 駐車場 1台o住宅 66〝㌔付○

小 計 4,5535(4,450 ) 2.180(2.180) 47.9( )

商業業 ス ー パ ー- 般 ′｣､売 店 (1,250 )(1,960 ) (王描 )(i:.438) (80 )(70 ) 最寄品 :買廻品≒2:1

施 務施設 飲 食 店 ( 340 ) 240(240) (70 ) そば屋 ,す し屋 .レス トフ/.中華 ,喫茶店

a 業 務 施 設 (1.200 ) 1,050(1,050) (70 ) 銀TT 5007Tf(床面積 )個人サ-ビス(10077i'×5店 )

小 吉1 4,960.5(4,750 ) 3.690(3.690) 74.4( )

小 計 9.514.0( ) 5,870( ) 61.7( )

氏間 商業兼 一 般 小 売店 (3.260 ) 2,400(2,400) (70 ) 最寄品 :買廻晶≒2:1

用也内施良 務施設 飲 食 店業 務 施 設 ( 340 )(1,450 ) 240(240)1,050(1,050) (70 )(70 ) 対個人サービス(100dX10店 )

小 計 4,656_5(5,050 ) 3.690(3,690) 79.2( )

合 計 14,1705( ) 9560( ) 67.5( )

( )内数字は計画条件値

o これ らの施設の他に､民間商業業務施設の上部に住宅 (マンシ ョン )の建設が



4-2 商業業務施設

商業業務施設は､ ス トリ- トに面 して配匿 される｡

各施設は概ね一階 となるが､ 一部は二階建 となるo

スー/i-は広場 に面 して配置 したO (図 641)

図6.4.1 商業業務施設配置図
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社会文化施設

幼稚園･公民臥 一般医診療所は広場に面 して､又駐在所､特定郵便局はノ,･ス

ス トップの近 くに設けた. (図 64.2)

轡 1.㌧ / ･ 二二 /

lL 一 ∵二 二 二= - /
■l

諺 環 --i- ♂

ク
♂

′毎

′′

声

≡ 躍 - - i

.～

図 6.4.2 社会文化施設配置図

-109-



4-4 住居施設

当センターの法的規制は､二種住居専用地域､第二種高度地区 (15m迄 )q)

予定であるため､立地条件等を考え合せると､民間用地内商業施設の上にはマン

ショ/を主とした住居施設の建設が予想される従 って本計画では､市の 日照等指

導要綱を考慮 した上で､図 6･413に示す様 な住棟配置 した0 1階商業施設の屋上

に原則として4階建のマン ションがのると仮定 して計画 しているO又､公団用地

内店舗上 と一般医診療所上には原則としていずれも併用住宅を設けた計画として

いるo

計画戸数 と人口は次のとおDであるO

計画戸数 56戸 (ネッT･床面積 80TTiz/戸 )

吾十画人口 213人 (38人/戸 )

(但 し､公田用地内店舗経営着用住宅及び一般医診療所用住宅は除く)

-110-
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* 5 章 土地所有区分計 画

第 1部の基本構想で述べた原則によ9､当地区の土地所有区分は図 651.に示

すように行った｡

各々の用地面積は次の とお りである｡

種 別 面 荷 d 比 率 %

公 共 用 地 8,522.00 37.6

公 団 用 地 社 会 文 化 施 設 用 地 4,553.50 20.1商 業 業 務 施 設 用 地 4,960_50 21.9

小 言十 9.514.00 41.9

民 間 商 業 業 務 施 設 用 地 4,656.50 20.5

~二 日 に =-

図6.5.1 土地所有区分計画図

-111-



第 6 章 造 成 計 画

センター周辺の地形条件VCより､ス トリー トは､南より中央迄壮北下 り約

1/90･中央よ り北東方向に同 じく約 1/90勾配となっているo 宅地につV,て仕､

地区センターと同様､二段構成として.ス トリー ト側はス トリー トL,ベル◎o～

1mの範BIlでフラットとし､サービスヤー ド側は､外皮の外側を走るサーt=-ス道

路 とは ゞ同 じレベルとしている｡

セ/クー南側バス停廻 りはス ロープに沿ってフロック積擁壁､外皮過 りはコノ

ク リー ト擁壁､宅地内の L,ベル調整は､法面処理としてV,る｡ (図 661,第13

部 N-a-5造成計画図参照 )

: ･
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｢ 竺 ≡ 粁 3=Ti

図6.6.1 造成計画図
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種 別 S.56年 S.62年～

公団用也 社会文化施設 幼 稚 囲 100一% 0%

公 民 館 0 100

一 般 医 診 療所 100 0

駐 在 所 100 0

特 定 郵 便 局 100 0

商業業務施設 _ス - /i - 100 0

一 般 小 売 店 100 0

飲 食 店 100 0

業 務 100 0

合 計 100 0

氏 商業業務施設 一 般 小 売 店 0 100
間 飲 食 店 0 100

用也 業 精 0 100
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弗 1 章 綜 合 計 画

1-1 周辺状況

a) 位 置

当センターは､第 1地区の南東部に位置する｡ (図 711)

10mの緑道 と9mの歩行者専用路がT字型に交差するところの南側に､東西

方向に長 く拡がったセンクーであ り､ 西側が高 く東側が低い地形 となってお り､

その比高は約 18mある｡

b) 道 路

地区の西端に 9m道路､南と南東部に 6m道路が接 している｡ (図 712)

C) 歩行者専用路

地区の北側に 9mの歩行者専用路が､北東部に水路を含んだ 10mの緑道が接

している｡又南側の独立住宅地よ93mのものが 1本取 b付 く. (図 71.2)
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図 7.1.2 周辺交通計画図

d) 周辺土地利用

北側は歩行者専用路 をはさんで児童公園と集合運動場が､西側は 9m道路 をは

さんで中学校が配置されている｡北東側は自然地形が緑道vc沿 って残され､高台

部分に集合住宅地が拡がる. (図 71.3)

図7.1.5 周辺土地利用図
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1-2 全体計画

9mの歩行者専用路 を迂回す るかた ちで､ セ ンター内にス トリー トを設けた｡

北側の ブpックにサー ビスす る為に､ 西側の 9m道路 よ りクル ドサ ック状のサ-

-ス道路 を取 bつけ る｡ (図 714)
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第 2 章 土 地 利 用計 画

近隣セン ター bの土地利用は次の表の通 りである｡

種 別 用地面胡¶㌔ 比 率% 床■面 積〝㌔ 容積率%

公共 サ - ビ ス 道 路 2,094.00 8.6歩 行 者 専 用 路 4,857_25 20_1

用也 外 皮 (緑 地 ) 3.169.50 13.1
小 計 10,120.75 41_8

宅也 公団用地 社会文化施設用地 4,311.75 17.8 2.100_00 48_7

商業業務施設用地 4,913_75 20_3 3.690.00 75_1

小 計 9.225.50 38.0 5,790_00 62.9

民 間 商 業 業 務 施 設 用 地 4,875.00 20.1 3.690.00 75.7
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交 通 計 画

車

ス トリ- トの北側の宅地 にサービスす る為に､西側の 9m道路 よb外皮の内側

に6mのサ-ビス道路を通 し･ クル ドサ yク状に取 b付け るO (図 7.31)

サ~ ビ スヤー ドは敷地の周囲に外皮 に沿 ったかたちで配置 し､出入口Qj:集糾 ヒ

して卓の動線を整理すると同時に､外皮の切断個所 を極力少 くするO客用駐車場

は徒歩77'p-チを重視 し原則 として設けない.

図 7.5.1 交通計画図 (辛 )
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5-2 人
T

f 4

メイ/ストリートは､巾員 97nのものを､北側の境界ff｡tいVC走る 9mの歩行者専用

路か ら迂回するかたちで設ける.周囲の地形条件 よりス トリー トは 1/15の東下 4-

りの勾配 とな り､西側の取付部ではサービス道路の下をくぐるO広場は東側の折

れ曲がり部分 に設ける｡ (図 732)

図75.2 交通計画図 (人 )
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節 4 章 施設配置計画図

4-1 計 画条件及び計画概要

○用途地域は第二種住居専用地域 (容積率 200%､建ぺい率 60% )

｡第二種高度地区 (高度制限 15m､北側斜線制限あ b )

○準防火地域

o施設内容及 び規模は次表の通 り

種 別 用 地=㌔ 延床面積〝㌔ 容積率% 備 考

令団 社会文 幼 稚 囲 2,010.5(2,000 ) 800(800) 39.8(40 ) 2階建晶 〔購 .空B.i.4ig徽 巷農 一恐

公 民 館 10065 600 59.6(60 )(1,000 ) (600)

一般医診療所 1,094.75(1,000 ) 600(600) 54,8(60 )

化施設 駐 在 所 0( o) 0(0)(- ) 駐車場 1台o住宅 66〃㌔付o

用也内地 特 定 郵 便 局 200( 200 ) 100(100) 50(50 )

小 計 (芸F2最 75) 2,100(2,100) 48_7( )

商業業 ス - /I - (1,250 ) 1,000(1,000) (80 ) 最寄品 :買廻品≒2:1一 般 ′｣､売 店 (1,960 ) 1,400(1,400) (70 )

稚施設 飲 食 店 ( 340 ) 240(240) (70 ) そば屋 .す し通 ,レス トラン .中華 .喫茶店

a 英 才芳 施 設 (1,200 ) 1,050(1,050) (70 ) 銀行 500m2(床面積 )個人サーヒヌ(100m2×5店)

小 計 4,913.75(4,750 ) 3.690(3.690) 75,1( )

小 計 9.225.5(8,950 ) 5,790(5,790) 62.9( )

氏間棉 商黄葉 一 般 小 売 店飲 食 店 (3,260 ) 2,400(2,400)240 (70 ) 猿害品 :買廻品≒2:1

也内施a 概施設 業 才努 施 設 ( 340 )(1,450 ) (240)1,050(1,050) (70 )(70 ) 対個人サ-ビス(100m2×10店)

小 計 4,875_00(5,050 ) 3.690(3.690) 75.7( )

( )内数字 は計画条 件値

o これ らの施設の他に､民間商業業務施設の上部に住宅 (マ ン シ ョ / )の建設が

考 え られ る｡
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4-2 商業業務施設

商業業務施設は､ ス ト])- トに面 して配置され る｡

各施設は概 ね一階 となるが.一部は二階建になる｡

スー/I-は広場 に面 して配lpaした｡ (図 741)
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図 7.4.1 商業業預施設配置図
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4-4 住居施設

当セ/クーの法的規制は､二種住居専用地域､第二種高度地区 (15m迄 )q)

予定であるため､立地条件等を考え合せると､民間用地内商業施設の上にはマン

ションを主とした住居滝設の建設が予想されるO従 って本計画では､市の日照等

指導要綱を考慮 した上で､図 743に示す様を住横配置とした. 1階商業施設の

屋上に原則として 4階建のマ/ションがのると仮定 して計画 しているo又､公団

用地内店舗上と一般医診療所上には原則としてVlずれも併用住宅を設けた計画と

しているO

計画戸数 と人口は次のとおりである.

計画戸数 80戸 (ネット床面積 80††㌔/戸 )

言十画人ロ 304人 (38人/戸 )

(但 し､公団用地内店舗経営者用住宅及び一般医診療所用住宅は除 く)
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種 別 L相 和 〃i 比 率 %

公 共 用 地 -10,120.75 41.8

公 団 用 地 社 会 文 化 施 設 用 地 4,311.75 17.8商 葉 業 務 施 設 用 地 4,913.75 20.3

小 吉十 9.225_50 38.0

民 間 商 業 業 務 施 設 用 地 4,875_00 20.1
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第 6 章 造 成 計 画

周囲の地形条件によれ ス ト1)- トは､南を走 るサービス道路 とは 同ゞ じ東下

り約 1/15の勾配と してい るO 宅地については､地区セ/クーと同様､二段構成

とし､ス トリ- ト側は､ス い)- トL,ベル① 0- 1mの範囲で7ラットとし､サ

ービスヤー ド側は､社会文化施設を除tJlてス トリー トL'ベル0 1mの関係で出来

てレヽる｡

(社会文化施設は､サービス道路 との関係か らス トリー トL'ベル04-6m余

となっているO )又､センター北側rFiに走る歩行者専用路がセ/クーよ り､ 1段

下 っているため､北側外皮外側は､t1-5mの ブ p ック積擁壁 となり､この歩行

者専用路にセ/クース ト1)- トが交る東西の階段及びス ロープ部分では コ/クtJ

- 卜及び､ ブロック格擁壁 となってい る.外皮廻 りは､ コンク リー ト擁壁 とし､

宅地内の レベル調整は法面処理 としてV,るO (図 761,第 13部N-b15

造成計画図参照 )

図 7.6.1 造成計画図
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種 別 S.58年 S.62年～

公 社会文化施設 幼 稚 囲 100% 0%

公 民 館 0 loo

一 般 医 診療 所 100 0

団用 駐 在 所 100 0

特 定 郵 便 局 100 0

商業業稚施設 _ス - /く _ 100 0

一 般 小 売 店 100 0

也 飲 食 店 100 0
業 務 100 0

合 計 100 0

氏 商業業務施設 一 般 小 売 店 0 100
間 飲 食 店 0 100

用也 業 務 0 100









* 1 章 綜 合 計 画

1-1 周辺状況

a) 位 置

当 セ ン タ-は､第 2地区の北東端に位置 してお れ 住区幹線のバスス トップよ

b北東の方向に長 く延 びているo (図 811)

図8.1.1 位置図

b) 道 路

地区の南西端は巾員 18mの住区幹線に接 しておD､バスス トップが設け られ

る｡その他の周囲は 9m (一部 7.5m )のサービス道路に接 しているo

(図 812)
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C) 歩行者専用路

地区の南側か ら住区幹線の上を･北側から9mサービス道路の下を通るかたち

で､各々 6mの歩行者専用路が入 って くるo東側からは 1Bm住区幹線に設けら

れた,'スス トップからのぴる3mの歩行者専用路が取 り付 くo

又､南側の住区幹線の反対側に 10m存道が図に示す ようにL字形に接してh

る｡ (図 812)

-､ ~＼､1-､_

Ⅴ -緑道 ＼ k ､､､＼ *-二､ ∴ --､
サ-ビス芸 a d ,# # 粥 )礼

スヾストツ7●住区幹線

_A ｢ i)_
A' 亡b 二二二二二∃ヒ::± ヒコ蔓二二:L. - J

削 7,司 毒 サ

図8.1.2 周辺交通計画図

a) 周辺土地利用

周辺地域の土地利用は､住区幹線の南側に､緑道をはさんで近隣公園と集合住

宅地のオープンスペースが鉱が り､その他は全て独立住宅地K とb囲ま

(図 813)
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第 2 章 土 地利用計画

近隣セ ンターCの土地利用は次の表の通 りである0

種 別 用地面積TTf 比 率 % 床面積TTi2 容積率% 備 考

公共 サ - ビ ス 道 路 2.718.75 ll_2
歩 行 者 専 用 路 3.925.35 16.1

用也 外 皮 (緑 地 ) 3,269.50 13.4

小 計 9,913_60 40.7

宅也 公EZl用地 社会文化施設用地 4,389.00 18.0 2,180.00 49,7

商業業務施設用地 4,766.30 19.5 3.690_00 77.4

小 計 9.155.30 37_5 5.870.00 64.1

民 間 商 業 粟 務 施 設 用 地 5,314.25 21.8 3.690.00 69.4

小 計 14,469.55 59.3 9.560.00 66.1
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* 3 章 交 通 計 画

5-1 車

当地区のサービスは周辺のサ-ビス道路 よb行い､サービスヤー ドを敷地の周

辺VC外皮に沿 ったかた ちで配毘する｡出入 口は集約化 して童の動線を整理すると

同時に､外皮の切断個所を極力少 くするo客用駐車場は徒歩アプローチを重視 し､

原則と して設けをho ,{スス トップは住区幹線とス ト1)- トの交差部分に設け ら

れる｡ (図 831)

図8.5.1 交通計画図 (辛 )
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5-2 人

メインス い)- トは､巾員 9mのものを地区を縦断 して配 置 し､北部の折れ曲が

部分に広場 を設けるo東西の独立住宅地か らのアプローチを考え､ 3mの歩行者 4

専用路が図のようにと りつ くo バスス トップとは簡段とス p-プで遵絡するO北

端部は･ ス ト1)- トの一部を階段とス ロー7'でサービス道路の下を立体交差させ､

北側の 6m歩行者専用路 と結ぶ｡ (図 832)

図 8.5.2 交通計画図 (人 )
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弟 4 章 施設配置計画図

4-1 計画条件及び計画概要

o用途地域は第二種住居専用地域 (容積率 200%､建ぺい率 60% )

｡第二種高度地区 (高度制限 15m､ 北側斜線制限 あb )

o準防火地域

o施設内容及び規模は次表の通 bo

種 別 用 地γ㌔ 延床面積〃㌔ 容和塞% 備 考

公田用也内 社会要 幼 稚 囲 2.003(2.000 ) 800(800) 39_9(40 ) 2階建6科(外科眼科内科小児科歯科

公 民 館 936(1,000 ) 600(600) 64.1(60 )

:般医診療所 1,000(1,000 ) 600(600) 60(60)産婦人科)100γT7ソ科(含住宅70nf)
化施設 駐 在 所 250( 250 ) 80( 80) 32(32 ) 駐車場 1台○住宅66γI㌔付

特定 郵 便 局 200( 200 ) 100(100) 50(50 )

小 計 4389.00(4,450 ) 2,180(2.180) 49.7( )

商-Xz業務施設 ス - /く -- 般 小 売店 (1250 )(1,960 )( 340 ) (1,000)(1,400)(240) (80 )(70 )(70 ) 般寄品 :買廻品≒2:1施 飲 食 店 そば屋 .す し屋 ,レス トラン ,中華 ,喫茶店

a 業 朔 施 設 (1200 ) (1,050) (70 ) 銀行 500m'(床面積 )個人サ-ビス(100㌦×5店)

小 計 .4,76630(4.750 ) 3､690(3.690) 77.4( )

小 計 9.155_30(9.200 ) 5,870(5,870) 64.1( )

氏間局 商英美布施弘 一 般 小 売 店飲 食 店 (3.260 ) (2.400) (70 ) 叔寄晶 :買廻品≒2:1

也内推a 色又 業 務 施 設 ( 340 )(1,450 )(240)(1,050)_(70 )(70 ) 対個人サービス(100m2×10店)

小 計 ‥ 5,134.25(5,050 ) 3.690(3,690) 69.4( )

( )内数字は計画条件値

o これ らの施設の他に､民間商業業務施設の上部に住宅 (マン シ ヲ/ )の建設が

考え られる｡
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4-2 商業業務施設

商業業務施設は､ ス トリ- TLに面 して配置され るo

各施設は概ね一階 となるが､一部は二階建になるO

(図 841)

甘 rL≡∃ EJ,肝⊥TrT77l /pf -三-:Ii,I,gL. 脛 e'rF∃ A j L匝 ≠ち-一一 二 / 乍
服 摘 __.,

:=_-JI
//夕 ,=つ~ -,

図 8.4.1 商業業務施設配置図
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4-5 社会文化施設

幼稚園､公民館､一般医診療所は広場に面 して配置し､駐在所と特定郵便局は

パスス トップの近 くに設け る｡

rへへ

＼

ヽ

＼/

＼//l1

粧

』

/
/

r

･･IJ

r
I

-

~ 一 ¶ -∵ 千 二 『 詔 訂

l

■■

二L- li l- - - ÷ 三 フ

図 8.4.2 社会文化施設配置図
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4-4 住居施設

当センターの法的規制は､二種住居専用地域､第二種高度地区 (157れ迄 )の

予定であるため､立地条件等を考え合せると､民間用地内商業施設の上にはマン

シ ョンを主とした住居施設の建設が予想されるO従 って本計画で吐､市の日照等

指導要綱を考慮 した上で､図 843レこ示す様な住棟配足としたo l階商業施設q)

屋上に原則として4階建のマン シ ョ ンがのると仮定 して計画 しているo又､公団

用地内店舗上と一般医診療所上には原則としていずれも併用住宅を設けた計画と

している｡

計画戸数 と人口は次のとおbであるO

計画戸数 67戸 (ネット床面積 80〝～/戸 )

計画人口 255人 (38人/戸 )

(但 し､公団用地内店舗経営着用住宅及び一般医診療所用住宅は除 く)

+
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土地所有区分計画

第 1部の基本構想 で述べた原則把 より､当地区の土地所有区分は図 851に示

すよ うに行 ったO

各々の用地面箱は次の とお りであるO

種 別 面 桁 nt 比 率 %

公 ､ 共 用 地 9.913_60 40.7

公 田 用 地 社 会 文 化 施 設 用 地 4,389.00 18,0商 黄 葉 稽 施 設 用 地 4,766.30 19.5

･｣､ 計 9.155,30 37.5

民 間 商 業 業 務 施 設 用 地 5.314.25 21.8
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図8.5.1 土地所有区分計画図
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第 6 章 造 成 計 画

周辺の地形状況か らス トリー トは北東方向に約 1/16- 1/35の勾配 で下 っ

いる｡宅地 については､地区セ /クー内 と同様二段構成 とし､ス トリー ト側

ト1)- トレベルよ り(90-1mの範囲でフラyトとし､サービスヤ- ド側は

に沿 って走 るサー ビス道路 とは ゞ同 じレベルで造成 しているO外皮廻 りは､

ク リー ト擁壁 とし､宅地内の t/ベル調整は概ね法面処理 としているOス ト1)

端部のス p-7-廻 りは､ コ/ク リー ト及び､ ブpック稗擁壁 で処理 している｡

(図 86_1,第 13部N-e-5参照 )
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図 8.6.1 造成言十画図
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種 別 S.57年 S_62年～

公 社会文化施設 幼 稚 囲 100% 0%

公 民 館 0 100

一 般 医 診 療 所 100 0

団用 駐 在 所 100 0

特 定 郵 便 局 100 0

商業業務施設 ス - ノ< _ 100 0

一 般 ′｣､売 店 100 0

也 飲 食 店 100 0
業 務 100 0

合 計 100 0

氏 商業業務施設 一 般 小 売 店 0 100
間 飲 食 店 0 100

用也 業 務 0 100









■ 1 章 綜 合 計 画

1-1 周辺状況

a) 位 毘

当センターは､第 2地区のほ ゞ中央部に市営地下鉄 3号線をまたいで立地す

る｡ (図 911)

都市計画道路 ･新横浜元石川線と近隣公園を結んで南北に細長 く拡がったセ

/クーである｡

図 9.1.1 位置図

b) 道 路

地L2iの両端に都市計画道路 ･新横浜元石川線 (40m )､酬則に6mサ-ビス

道路､東側VC9mと75mのサーヒス通路に各々接 しているo東西の道路の北側

は､クル ドサ ックとなってお り､集合住宅地内の道路 と接続されるo(図 912)

-1431



C) 鉄 道

地区のは ゞ中央の地下 を､東西方向に市営地下鉄 3号線が走 っている｡

(図 912)

d) 歩行者専用路

地区の北端部に 3mの歩行者専用路 が接 し､都市言i'画道路の南側か らは 6

ものがセ/クーに入 るO (図 912)

歩行者専用路(3

:I-L--
∴

＼
..̂<

IJ

l･′
都市計画道路

新横浜元右川線(40m)~~- ●

日
75m サ-ビス道路(9

11-ii_,-JJ_ミ起鮮 て】_｣
tヽ＼
きlJ

垂 こ∴‥_･｣ 二 二ijJL
" lr

地下鉄3号線(地下)･.･.･.･.-

奄さし
公＼､＼→-

図9.1.2 周辺交通計画図

e) 周辺土地利用

∩

サ-ビ
ス追
払
(6JbTl

一1日JIF..,:･-/･･:･
]′｢.･1.1日Hlii33p iqJ.｢M t･

周辺地域の土地利用は､北側 に 3m歩行者専用路をは さんで､既存の他

た近隣公園が接 し､鉄道の北側の東由には集合住宅地が拡がる｡ (図 91

~144-
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図 9.1.5 周辺土地利用図

1-2 全体計画

セ ンクーの中央 を南北軸qcス tI)- トを通 し､北部周辺の緑の多い オー 7･yス

ペースを生か して､広場 を中心 に社会文化施 設を配還 した｡巾 12mの鉄道敦の

上は緑化 して園地化することを考えてい る｡ (図 91.4)

外皮 ストリー ト(9m)

●●●●●●_●■
1 広域 外皮

こい ･

)､三

図 9.1.4 全体構想図
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第 2 章 土地利用計画

近隣セ ンターdの土地利用は次の表の通 りである｡

種 別 用地面積〝㌔ 比 率 % 床面積m2 容稲率% 備 考

公共 サ ー ビ ス 道 路 1,890_12 7.7歩 行 者 専 用 路 4.536_77 18,4

用也 外 皮 (緑 地 ) 3,267.75 13.3

小 計 9.694.64 39.3

宅也 公団用地 社会文化施設用地 4,695_61 19_1 2.100.00 44_7

商黄業務施設用地 5.098.50 20_7 3.690.00 72.4

小 9.794.ll 39_8 5.790,00 59.1

民 間 商 英 美 粍 施 設 用 地 5,150.50 20.9 3.690_00 71_6

小 計 14.944_61 60.7 9,480_00 63_4
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′ 3 章 交 通計 画

3-1 章

当地区のサ-ビスは､東 西に接するサ-ビス道路 よb行V,､サービスヤー ドは

敷地の周囲に外皮に沿 ったかたちで配置する｡出入 口は集約化 して車の動線を整

理すると同時に､外皮の切断個所を少 くする｡客用駐車場は徒歩によるアプロー

チを重視 し､原則として設け ないO ,'スス トップは都市計画道路のス トリー トと

の交差部分に設けるO (図 931)

図 9.5.1 交通計画図 (辛 )
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512 ^

メインス い)- トは､巾員 9mのものをノてスス トノブより地区を縦断するかたちで

設け､北側の 3mの歩行者専用路 と結ぶ｡広場 を北部の折れ曲がる地点に図のよ

うに配置 した｡バスス ト,プとは階段 とス ロープで連絡するo (図 932)
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1 4 章 施設配置計画図

計画条件及び計酎 思要

O用途地域は第二種住居専用地域 (容積率 200%､建ぺい率 60% )

0第二種高度地区 (高度制限 15m､北側斜線制限あb)

o準防火地域

o施設内容及び規模は次表の通 D｡

種 別 用 地M= 延床面積m2 容称率% 備 考

祉全文 幼 稚 囲 2.120ー75(2,000 ) 800(800) 37.7(40 ) 2階建6科(外科.眼科.内科 ′ト児科 歯科,

公 民 鎧 133786 600 448
(1,000ー )(600) (60~)

一般医診療所 1,037.00 600 57.9
( 1,000 )(600) (60 ) 産婦人科)100mソ科(含住宅70m2)

化施設 駐 在 所 0( o ) 0( 0)( ) 駐車場 1台o住宅 66㌦付o

巾息 l 特 定 郵 便 局 200( 200 ) 100(100) 50(50 )小 計 4,695_61(4,200 ) 2,100(2.loo) 44.7( )

内 ズ ー ノミ ≠ (1250 ) 1,000(1.000) (80 ) 最寄品 ニ買輿晶≒2:1
- 般 小 売店 (1,960 ) 1,400(1,400) (70 )

商薄茶JSJ凋施設 飲 食 店 ( 340 ) 240(240) (70 ) そば屋 .す し屋 .レス トラ/ ,中華 .喫茶店

良 菜 摘 施 設 (1.200 ) 1.050(1,050) (70 ) 銀行 500m2(床面椅 )個人サ-ビス(100m2×5店)

小 計 5.098.50(4,750 ) 3.690(3.690) 72.4( )

小 計 9.794.ll(8,950 ) 5,790(5,790) 59.1( )

太-9 南桑菜 一 般 ′｣､売店 (3.260 ) 2,400(2,400) (70 ) 最寄品 :買廻品≒2:1

4 頻施設 飲 食 店 ( 340 ) 240(240) (70 ) 対個人サービス(100m2×10店)

内I虫 小 業 頻 施 設 (1,450 ) 1,050(1,050) (70 )
計 5,150.50(5,050 ) 3.690(3.690) 71_6( )

( )内数字は計画条件値

o これ らの施設の他に､民間商業薬頻施設の上部に住宅 (マ/ シ ョン )の建設が

考え られ る｡
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4-4 住居施設

当 セ ン タ ーの法的規制は､二種住居専用地域､第二種高度地区 (15m迄 )ら

予定であるため､立地条件等を考え合せると､民間用地内商業施設の上にはマン

ションを主とした住居施設の建設が予想されるo従 って本計画では､市の日照等

指導要綱を考慮 した上で､図 943K:示す様な住棟配置したo l階商業施設の屋

上に原則として4階建のマンションがのると仮定 して計画 してV,るO又､公団用

地内店舗上と一般医診療所上には原則としてVlずれも併用住宅を設けた計画とし

ている○

計画戸数と人口は次の とお りである｡

計画戸数 71戸 (ネット床面積 80m2/戸 )

計画人口 270人 (38人/戸 )

(但 し､公団用地内店舗経営着用住宅及び一般医診療所用住宅は除 く)

寸 謬
一般医診療所併用住宅

付打
姑

公団店舗併用住宅

23戸

t 一/,〆,
bil

∴･､
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図 9.4.5 住居施設配置図
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1 5 事 土地所有区分計画

第 1部の基本構想で述べた原則によD､当地区の土地所有区分は図 951に示

す よ うに行った｡

各々の用地面相は次のとお Dである.

種 別 面 積 m2 比 率 %

公 共 用 地 9.694_64 39.3

公 団 用 地 社 会 文 化 施 設 用 地 4,695.61 19.1商 業 業 務 施 設 用 地 5,098_50 20.7

小 言十 9.794.ll 39.8

民 間 商 業 業 稚 施 設 用 地 5,150_50 20.9

; 公団

J

/

ト
や

P

.

L

図 9.5.1

民間

土地所有区分計画図
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第 6 章 造 成 計 画

周辺の地形状況によりス トリー トは､北下 り約 l/40勾配としている｡

ほっtnては､地区センターと同様､二段構或とし､ス ト1)- ト側はス ト

べ/L,◎ 0- 1mの範囲でフラットとし､サービスヤー ド側は郵便

リー トL,ベルよb約 1m下 りとしている｡

(郵便局は､道路 との関係からス トリー トレベルよD､ 4m下

外皮廻 Dはコ/ク リ一 卜擁壁 とし､宅地内の L,ベル調整は概ね法面処理

る｡ス ト1)- ト端部のス p-プ廻 り吐､ コ/クリー ト及 びブE

しているO (図 961,第 13部N-d15造或計画図参照 )

で-､ヽ

.ILbt■■

レベルよI)約-1m

レベルより約-3m

l ‰ ､＼ ＼ー ノ

図 96.1 造成計画図
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■7章 建 設 計 画

建設炭階は 2期とし､各段階での建設規模比率は次のとお りとする.

種 別 S.56年 S.62年～

公 社会文化施設 幼 稚 囲 100% 0%

公 民 館 0 100

一 般 医 診 療 所 100 0

田用 駐 在 所 100 0

特 定 郵 便 局 100 0

商業業殉施設 1. - ∵† - 100 0

一 般 小 売 店 100 0

也氏 飲 食 店 100 0

業 務 100 0

合 計 100 0

商業業務施設 一 般 小 売 店 0 100
間 飲 食 店 0 100

用也 業 拷 0 100

塵設計面は､図 971に示 したとおDである.

『 ■ ･1一章Er

＼

へ∧ヽヽ ( 1-
ヾ ＼ ｢

〟 ヽ

図 9.7.1 建設計画図
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■ 1 章 綜 合 計 画

1-1 周辺状況

a) 位 置

当セ/クーは､第 2地区の北西部に位置する｡ (図 1011)

住区幹線のバスス トップよれ 南東の方向に細長 くのぴたセ ンターで･ス ト1)

- トの片側は一部集合住宅地 に面 しているo

近隣セ/クーe

図 10.1.1 位置図

b) 道 路

地区の北端に住区幹線 (巾員 20m )､西側に 9m (一部 75m )､東側の一

部に 9mのサービス道路が各々接 している｡ (図 1012)

-157-



e) 歩行者専用路

南側よ99ml東西の独立住宅地よb各々3m･北側の住区幹線と近隣公園の

間 を変則巾員の歩行者専用路がセソクIVC入 って くる. (図 1012)

図 10.1.2 周辺交通計画図
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d) 周辺土地利用

メインス ト.)-トの北側は集合住宅地に大きく面 しているO地区の南端は集合住宅

地VC､北端は住区幹線をはさんで近隣公園となっている｡南東部に′ト学校 と一体

となったかたちの幼稚園が､メインス トリー トに面 して配毘されている｡

(図 1013)

ク +....... ゝ ∴ ノ 付yf:I ,J.,I-;,:校tJ∴
∃ 幼稚一句

図 10.1.5 周辺土地利用図
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■2章 土地利用計画

近隣セ/クーの土地利用は次の表の通 りである｡

席 別 用地面積7㌔ 比率% 洗面禰TTiz 容積率% 備 考

令代 サ ー ビ ス 道 路歩 行 者 専 用 路 1.709,253.608_26 9.520_2

刺也 外 皮 (緑 地 ) 2.533.12 14.2
小 言十 7,850.63 43.9

宅也 公団用地 社会文化施設用地 1,987.50 ll,1 1,200,00 60_4 星章鮎箭雷管警

商薬業務施設用地 2.925.00 16.3 2,270.00 77.6 1825Tf(床1,4207d)紘集合住宅地内にとるo

小言十 4,912.50 27,4 3.470,00 70_6

民間商業業務施設用地 5,135.75 28.7 3.690_00 71.8

小 計 10,048,25 56.1 7,160.00 71,3
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第 3 章 交 通 計 画

5- 1 車

当地区へのサービスは､東西のサービス道路 より行い､サービスヤー T:舌鼓地

の周辺に外皮にffT]tつたかたちで配置するo 出入 口は集約化 して童の動線を整理す

ると同時に､外皮の切断個所を極力少 くするO客用駐車場は徒歩による77'ロ_

チを重視 し原則として設けないoバスス トップは住区幹線 とス トリー トが交差す

る地点に設け られる｡ (図 1031)

図 10.5,1 交通計画図 (辛 )
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第 4 章 施設配置計画図

411 計画条件及び計画概要

○用途地域は第二種住居専用地域 (容積率 200%､建べい婁 60%)

0第 二種高度地区 (高度制限 15m､北側斜視制限あり)

o準防火地域

o施設内容及び規模は次表の通 り｡

種 別 用 地m2 延床面帝〝㌔ 容積責 備 考

令 社会文 幼 稚 囲 ( 冒 ) 0( o )( 0 ) 2階建公 民 飽 993.75(1,000 ) 600(600 )(60 )蕊 (̂gti葺4).1RB.t.4m 葺と膿 懸 )
EEl 一般医診療所 (1,090903-75) 600(600 )(60 )

化施設 駐 在 所 ( 2500 ) 0( 80 )(32 )豊墓墓守讐㌘提要甘言㌫2付

用也内 特 定 郵 便 局 0( 200 ) 0(100 )(50 ) 集合住宅地内に設けるO

小 計 (去:2g岩L50) 1200.00(1880 ) 60_4( )

ズ ー ∵{_ ( I.250 )(M OO )(80 ) 熊寄晶 :買姻品≒21:1

一 般 小 売店 (1,960 )(1,400 )(70 )

施 商業業務施設 飲 食 店 ( 340 )(240 )(70 )そば屋 .す し屋 .レス トラン中華 .喫茶店

読 業 務 施 設 (1,200 )(1,050 )(70 )銀TT 500yTf(床面耕 )個人サービス(100m2×5店)
小 計 2,925 2.270 77.6 用地 1,825m2.床面相 1420〃舶

(4.750 )(3690 )( ) 集合住宅地内に設けるものとする

小 計 (4,封 岩50) 3(5470.00070 ) 70_6( )

氏間 商業業 一 般 小 売店 (3､260 )(2,400 )(70 ) 成寄品 :買廻品≒2二1

用也 務施設 飲 食 店 ( 340 )(240 )(70 ) 対個人サーヒ-A(100,TlX10店)

内施設 業 務 施 設 (1,450 )(1,050 )(70 )

小 計 (55,i3550.75) 3(3690_00690 ) 71B( )

合 計 (王02,,02gS.25)(…,,!66.0-00) 713( )

( )内数字は計画条件値

○ これ らの施設の他vc､民間商業業務施設の上部に住宅 (マン シ ョ ン )の建設が

考 え られ る｡

-164-
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A-2 商業業務施設

当セ/クーはス トリー トの片側が集合住宅地になっているため､片側 しか商業

菜務施設が貼付かなhoそのため計画規模条件の 38%である用地 1,825,,t､

床面都 1,420m2qi､センター区域外であるこの隣接公団集合住宅地にたよらざ

るをえない｡ (集合住宅住棟の一部をス トリー トに面 したかたちで配置せ しめる

ことによれ その 1階を商業業務施設 として計画規模条件を充すことにしている｡)

各施設は概ね一階であるが､一部は二階建になる｡

,%ススート言

(図 1041)

了 ~/ _

ストリート(9m)

-■

月

ti.'i

越 輩 も､ ,I

冊 l ■F J IL

図 10.4.1 商業業務施設配置図
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4-5 社会文化施設

幼稚園の並びに公民鋲と一般医診療所を配置 し､駐在所と特定郵便局はバスス

トップの附近の集合住宅地内VC設けるO (図 1042)

社会文化施設配置図

4-4
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住居施設

当セ ン ターの法的規制は､二種住居専用地域､第二種高度地区 (15m迄 )め

予定であるため､立地条件等を考え合せると､民間用地内商業施設の上にはマン

ショ/を主と した住居施設の建設が予想 される｡従 って本計画では､市の 日照等

指導要綱を考慮 した上で､図 1043に示す様な住棟配置とした｡ 1階商業施設

の屋上に原則として 4階建のマンショノがのると仮定 して計画 している｡又､公

EB用地内店舗上 と一般医診療所上には原則としていずれ も併用住宅を設けた言†画

としているo

計画戸数と人口は次のとおDである｡

計画戸数 80戸 (ネット床面栢 8077i/戸 )

計画人口 304人 (38人/戸 )

(但 し､公団用地内店舗経営者用住宅及び一般医診療所用住宅は除 く)

図 10.4.5 住居施設配置図
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第 5 章 土地所有区分計画

第 1部の基本構想で述べた原則により､ 当地区の土地所有区分は図 105川

示すように行 ったO

各々の用地面積は次のとお りである.

種 別 面 積 〝㌔ 比 率 %

公 共 用 地 7,850.63 43_9

公 団 用 地 社 会 文 化 施 設 用 地 1,987,50 ll.1商 菜 業 務 施 設 用 地 2,925.00 16.3

小 計 4.912.50 27_4

民 間 商 業 業 務 施 設 用 地 5,135_75 28.7

図 10,5.1 土地所有区分計画図
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声 6 章 造 成 計 画

セ/クー周辺の地形条件により､ス トリ- トは南 西を走るサー ビス道路 と同 じ

北西方向qe約 1/18の勾配で下 ってV,る. 宅地 内については､社会文化施設を除

いて地区セ/クーと同様､二段構成と し､ス ト.)一 卜側はス トリー トt,ベル㊦ 0

- 1mの範囲でフラyトとし､サ丁ビスヤー r側はス ト')- トレペ/L,より約 1m

下 りで平行に走 るサービス道路 と同 じL,J<ルKなっている一｡社会文化施設につい

ては､ス トリー トレベル㊥ 0- 1mの範囲でフラットに造或されているO外皮廻

りは､ コ/ク リ- ト擁壁 とし､宅地内の レベル調整は概ね法面処理 としてい るO

ス トリー tL北端のス ロープ廻 りは､ コ/ク 1)- ト及びブロックqL擁壁で処理 して

いるO (図 1061,第 13部N-e-5参照 )

･ノ
〃′
.∴
′/

. 粧 =

図 10.6.1 造成計画図
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第 7 章 建 設 計 画

建設段階は 2期 とし､各投降での建設規模比重は次の とお りとす る｡

種 別 S.54年 S.62年～

忠 社会文化施設 幼 稚 囲 loo劣 0%

公 民 飽 0 100

一 般 医 診 療 所 100 0

団用 駐 在 所 100 0

特 定 郵 便 局 100 0

商業業務施設 ス - /～ - 100 0

一 般 小 売 店 100 0

也氏 飲 食 店 100 0

業 務 100 0

合 計 100 0

商業業務施設 一 般 小 売 店 0 100
問 飲 食 店 0 100

用也 業 務 0 100

建設計画は､図 1071に示 したとお りである｡

図 10.7.1 建設計画図
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■ 1 章 綜 合 計 画

1-1 周辺状況

a) 位 置

当セ ン タ ーは､第 2地区の南端部に位 置するO (図 11ll)

住区幹線の,<スス トップよ り､北東の方向に細長 くの ぴたセ ンターで､歩行者

専用路の片側は一部集合住宅地に面 しているo
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b) 道 路

地区の南西端に住区幹線 (巾鼻 12m )､西側に 9m､東側の一部に 6mのサー

ビス道路が各々接 している. (図 1112)

e) 歩行者専用路

地区の北端部に 9mと3mの歩行者専用路が､南側の住区幹線の反対側から3

mの ものがセ/クーに入 ってくる｡ (図 111.2)

図 11.1.2 周辺交通計画図
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b) 道 路

地区の南西端に住区幹線 (巾員 12m )､西側に9m､東側の一部に 6mのサー

ビス道路が各々接 している｡ (図 111.2)

C) 歩行者専用路

地区の北端部に9mと3mの歩行者専用路が､南側の住区幹線の反対側から3

mの ものが七/クーに入 って くる｡ (図 1112)

図 11.1.2 周辺交通計画図
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1-2 全体計画

当 セ ン タ -のス tl)- トの片側は､その大部分が集合住宅地に面 しており､基

本的には片側商店街の形態をとるが､商業業務施設の一部を公団集合住宅 1階に

入れて施設規模条件を充す予定であるため､この住棟がス トリー トに面 したかた

ちで配置されれば､両側施設の道空間が構成されると考えているO

ス トリー トの折れ曲が り部分に広場を設け､社会文化施設を配leEgした｡

(囲 1114)

A ltw -I/ rnA jk,4+ ' A:,,/I,;I:-I,,''

図 11.1.4 全体構想図
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# 2 章 土地利用計画

近隣 セ/ ク ー fの土地利用は次の表の通 りである｡

煉 別 用地面積ナTi2 比率% 床面額 % 容積率% 備 考

令Jt サ ー ビ ス 道 路歩 行 者 専 用 路 1.428.003.478,60 7.818.9

用也 外 皮 (緑 地 ) 2,438.75 13_3
小 計 7,345.35 39.9

公団用地 社会文化施 設用地 4,118.12 22.4 2,000.00 48_6 寒害空箱黙許る

宅也 商業業務施 設用地 2.150.00 ll,7 1,670.00 77.7 2600m2(床2020T7㌔)紘集合住宅地内に設ける

小計 6,268_12 34.1 3.670.00 58_6

民間商業業務施設用地 4,775.00 26.0 3.690.00 77.3

小 計 ll,043.】2 60,1 7,360.00 66.6
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第 3 章 交 通 計 画

5-1 車

当地区のサービスは･東西のサー ビス道路 よ り行い､サービスヤ- ドを敷地の

周辺に外皮に沿ったかたちで配毘するO 出入 口は集約化 して車の動線を整理する

と同時に､外皮の切断個所 を極力少 くするo客用駐車場は徒歩による77'ロ-チ

を重視 し原則として設けない.I,'スス トップは住区幹線 と歩行者専用路が交差す

る地点に設け られ る｡ (図 11.31)

図 11.5.1 交通計画図 (辛 )
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第 4 章 施設配置計画図 4-2■_. .ナ 三早

4-1 計画条件及び計画概要

○用途地域は第二種住居専用地域 (容梯率 200%､建ベLh峯 60%)

｡第二種高度地区 (高度制限 15m､北側斜線制限あ り)

o準防火地域

o施設内容及 び規模は次表の通 りO

種 別 用 地m2 延床面積〝～ 容柿客% 備 考

忠団 社会文机 幼 稚 囲 2.091.62(2.000 ) 800(800) (40 ) 2階建
公 民 飴一般医診療所 1.014.00(1,000 )1,012.50(1,000 ) 600(600)600(600) (60 )(60 ) 題af̂gLff44).門.i.4n.g敷 ';随 堺 )

化施 蚊 駐 在 所 0( 250 ) 0( 80) (32 ) 集合住宅地内に設けるo駐車場 1台○住宅 66m2付O +熔 //-.
局也内施 特 定 郵 便 局 0( 200 ) 0(100) (50 ) 集合住宅地内に設けるO

小 計 4.118_12(4,450 ) 2,000(2.180) 48.6( )

商業業務施設 :1 - 十{ -- 股 小 売 店飲 食 店 (1,250 )(1.960 )( 340 ) (1,000)(1,400)(240) (80 )(70 )(70 ) 最寄店 :買担店≒2:1そば屋 .す し屋 .レス トラノ中華 .喫茶店

読 業 務 施 設 ( 1200 )(1,050) (70 ) 銀T丁500〝i2(床面積 )個人サービス(100〃㌔×5店)
小 計 2,150 1670 77.7 用地 2600m2.床面栢2020〃沖ま

(4,750 )(3:690) ( ) 集合住宅地内に設ける.

小 計 6268.12(9.200 ) 3.670(5,870) 58.6( )

氏間 - 般 ′J､売 店 (3.260 )(2,400) (70 ) 最寄品 :只姐晶 :2:1

用也内施読 商業業務施設 飲 食 店業 雅 施 設 ( 340 )(1,450 )( 240)(1,050) (70 )(70 ) 対個人サ-ビス(1007Tl2×10店)
小 計 4,775(5,050 ) 3.690(3.690) 773( )

合 計 ll,043.12(14,250 ) 7360(9560) 66.6( )

( )内数字は計画条件値

｡ これ らの施設の他 vc､民間商業業務施設の上部 に住宅 (マン シ ョ ン )の建設が



4-2 商業業務施設

当センクーはス トリー トの片側が集合住宅地に在っているため､片側 しか商業

業務施設が貼付かない.そのため計画規模条件の 55%である用地 2,600d､

床面積 2,020dはセンクー区域外であるこの隣接公団集合住宅地vcたよらざる

をえない｡ (集合住宅住棟の一部をス トリー トに面 したかたちで配置せ しめるこ

とによれ その 1階を商業業務施設として計画規模条件を充すことに している.)

各施設は概ね一階であるが､業務施設等の一部は二階に配置される.

(図 11.41)

//

,,,,/'杏 ミト.dl,/I

I/手金 $ 7′ 七､表

/∫
∫

ストリート(12m)

凝合性宅地内住株
(1階商業業務施設)

図 11.4.1 商業業務施設配置図
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4 -4 住居施設

当セ /クーの法的規制は､二種住居専用地域､第二種高度地区 (15m迄 )の

予定であるため,立地条件等を考え合せると､民間用地内商業施設の上にはマ /

シ ョ/を主とした住居施設の建設が予想される｡従 って本計画では､市の日照等

指導要綱を考慮 した上で､図 1143に示す様な住棟配匠とした｡ 1階商業施設

の屋上に原則として 4階建のマ /ショ/がのると仮定 して計画 してV)る｡又､公

団用地内店舗上 と一般医診療所上には原則としていずれ も併用住宅を設けた計画

としている.

計画戸数 と人口は次のとお Dである｡

計画戸数 55戸 (ネ yト床面積 80m2/戸 )

計画人口 209人 (38人/戸 )

(但 し､公団用地内店舗に営着用住宅及び一般医診療所住宅は除 く)

図 11.4.5 住居施設配置図
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第 5 章 土地所有区分計画

第 1部の基本構想で述べた原則により･当地区の土地所有区分は図 1151k

示す よ うに行った｡

各々の用地面積は次のとお りであるO

種 別 面 積 m2 比 率 %

公 共 用 地 7,345.35 39.9

公 団 用地 社 会 文 化 施 設 用 地 4,118_12 22.4商 業 英 稽 施 設 用 地 2,150.00 ll_7

小 計 6,268_12 34_l

民 間 商 業 業 務 施 設 用 地 4,775_00 26.0

図 11.5.1 土地所有区分計画図
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事6 章 造 成 計 画

センタ-周辺の地形条件VCより､ス トリ- トは北西を走 るサービス道路 と同 じ

北東下 り約 1/20勾 配 としてい る.宅地内につV,ては､社会文化施設を除いて､

地区セ/クーと同様､二段構成 とし､ス い)- ト側は､ス ト1)- トレペル◎0-

1mの範囲でフラットとし､サービスヤー ド側はス トリー トレベルより約 17n下

りで､平行に走るサービス道路 と同 じレベルVCをってい る｡社会文化施設につい

は､ス トリー トレベル◎ 0- 1mの範囲でフラットに造成されている｡外皮廻 り

は､ コ/クリー ト擁壁 とし､宅地内の レベル調整は法面処理 としている｡

ス トリー ト南西端バ ス停-のス ロ-7'廻 りは コ/ク リー ト及びブロック積擁壁

で処理 している｡ (図 1161,第 13部N-f-5造成計画図参照 )

図 11.6.1 造成計画図
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第 7 章 建 設 計 画

建設段階は 2期とし､各段階での建設規模比重は次のとお りとする｡

種 別 S.58年 S.62年～

公 社会文化施設 幼 稚 囲 100% 0%

公 民 館 0 100

一 般 医 診 療 所 100 0

団用 駐 在 所 100 0

特 定 郵 便 局 100 0

商業業務施設 1. ー ノミ - 100 0

一 般 ′ト 売 店 100 0

也 飲 食 店 100 0
業 務 100 0

合 計 100 0

氏 商業業ノ伶施設 一 般 ′｣､売 店 0 100
間 飲 食 店 0 100

用也 業 務 0 100

建設計画は､図 1171に示 したとお りである.

図 11.7.1 建設計画図
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112那 供給処理施設計画の検討

1 1 章 地域冷暖房の検討

1-1 地域冷暖房のメリッ ト

地域冷暖房のメ リットは大 きく分けて公共面 でのメ リットと､需要者側のメ リ

ットに分け られるO次にその概要を述べ るo

a) 公共的 メ リット

(11 エネルギーの有効利用

装置の集中化､大型化により､完全燃焼 による高効審熱利用､排熱利用､廃

材の熱料利用､低質燃料の有効利用等が考 え られ､エネルギーの有効利用が行

える｡

(1) 安全度の向上

種々の熱源設備が プラン トに集約され るので安全度が向上すると共に､合理

的 を集中管理が行える｡又燃料の輸送と貯蔵上の問題 も磨滅され る｡

(31 公害の防止

熱源装毘の集中化により､大気汚染対策が容易 となる｡

b) 需要者側のメ リット

(‖ 管理面

O .設備保守員の減少

○ 上下水道､電気基本料金の減少

○ 建物内に危険物 (オイル タンク類 )が75:くなる｡

○ ボイ ラーの更新検査.官庁の届出､手続がなくなるo

o 経済的 な冷熱源の供給が受け られ るo

o 冷際房運転費の原価が明確になる｡

○ 管理事務の削渡が可能になる｡

(2) 建設面

○ 設備設計工程が短縮 出来 る｡

○ 工事工程が簡素化され る｡

○ 煙突設備工事が不要

○ 冷却塔設備工事が不要
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o 構造体建設費の節約

o 防塵､脱硫裳鼠の削減

o 受変電設備費の減少

o 衛生設備費の減少

○ 機械室の空間と建設費の削渡

○ 空調設備費の減少

O ,ボイラ-重の消火設備の削減

(3) 活用面

o 冷熱源装置室の設毘面稲の転用が可能

○ 冷却塔の削減 に伴 う屋上利用の増加

1-2 地区センタ-､近隣センターの地域冷暖房計画書既要

a)

港北ニュータウンのように､新規に計画的に建設される都市では､特に様

メリットをもつ地域冷暖房を実現 し易い条件をそなえてお り､その計画の採

強 く望まれる｡

地域冷暖房の計画を行 うVC当っては､まず港北-I-タウンの全体言十画の

の地域冷暖房のあ り方が検討 される必要があろうが､それ吐今後検討される

として､今回は地区センタ-及び近隣セ/クーサイ ドからの地域冷暖房計画

ス ト分析を行 った｡

現段階ではまだ計画条件の設定VC限界があ9､詳細を検討を加えるまでに

っていないが､各センターに地域冷暖房を行 った場合の概要 と問題点の把握

されたはずである｡今後更に事業の進展vc伴い詳細を検討が加えられ､計画

現されることが期待される｡

なお本計画では､各センターVC配置される施設の大きさから､代表的なも

して地区セ/クーのAとE､近隣センターの dとfK:ついて検討を加えたが

々に内容的には大きな差異が認め られなかったので､地区センターEと近隣

クーdKついてのみ､その結果を次に述べる｡

b) 地域冷暖房計画の概要

地区セノクーE､近隣センターdの計画概要は次のとおDである｡
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主々 な

主用が

つ中で

ももの

由とつ

には至

握はな

画が実

.ものと

こが､各

i醗It:ノ

舟 別 地 区 セ ン タ ー E 近 隣 セ ン タ - d
暖 房 冷 房 暖 房 冷 房

延 床 面 積 67,292m2 22,897一㌔

If-ク 負荷 合 計 7,362,176lu//H 5,915,037岨/汁 2,106,150Kaレ′托 1,630,672岨/H

設 備 客 足 2,435USRT ll.DOT/H 697USRT 3,1T/H

同 時 負 荷 峯 75% 75% 75% 75%

耗 損 失 5% 5% 5% 5%

ブラノト装置客足 2,040USRT ll_50T/ti 640USRT 3.6T/ti

接合年間熱版売血 5,272.7×10f払レ年 4,415.7×106岨//餐 1,5093×106Kd/年 1.498,2×106岨/餐

全 負 荷 時 間 717Hr 781Hr 717flr 919Hr

I 冷 水 温 水 冷 水 温 水

供 給 条 件 -6℃-13℃(△t-7℃,53℃-ち0℃(∠ゝt-7℃ 6℃-13℃(△t-7℃.53℃-石ot(△t-7℃7.0-8_5K9/CnfG ) 7,0-8r5K9/cm2G) 7.0-8.5Kg/cm'G) 7.0-8.5Kク/cm2G)

C) 熱負荷密度

こ ゝで各セ/クーの熱 負荷密度を､他の地域の場合と比較 したのが図 12-1､

12-2であるO熱 負荷密匿は計画地域が地域冷暖房に適するか どうかを見きわ

める条件となるもので､熱負荷密度が低ければ地域冷暖房が実施 され難い条件と

なり､逆に負荷密度が高ければ地域冷暖房の実施条件が良好となる.

(I) 主配管単位長あたbfl荷密度

この場合は図 12- 1にみるように､当計画地域は他地域 と比戟 してかなb

良好な値を示すが､計画を煮つめるVC従い地域配管の受け持ち範囲によりかな

り変化することが考え られる｡

(21 単位面積あたりの負荷密度

図 12-2にみるように､これ と主配管単位長あた Dの負荷密度を比較 して

みると千里ニ1-タウンとの関係が逆転 している｡ d､ f地区は赤字といわれ

る泉北ニュークウ/或は未完成の成田ニュークウ/等と同程度になっているが､

今後のニュークウ/のあb方等を考え､何 らかの方法で熱源の集中化を図る必

要があると考えられる｡
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項 B 方 式

供 給 熱 源 冷 水 温度 (プラン ト内 ) 6-11℃(△t-5℃)

温度 (プラン ト外 ) 6-13℃(△t-7℃)

保障EE力 6KvcmtG(プラントレベル)

温 水 温度 (プラン ト内 ) 60-55℃(△t-5℃)温度 (プラン ト外 ) 60-53℃(△t-7℃)

保障EE力 6Kg/cmzG(プラントレ-むレ)

エ ネ ル ギ ー 源 都市 ガス

熱 発 生 方 式 冷 熱 源 直焚二重効用吸収式冷温水発生材 2台
温 熱 源 同 上 2台

流 血 方 式 冷 水 -定温慶変流韻方式

温 水 同 上

冷 温 水 加 圧 方 ia 定圧式 ガス加圧 (水逃 し式 )

プラ ラ / ト 計 画 1プラ/ ト方式

熱 輸 送 方 式 管 式 冷温水往還 2管式

配 管 方 式 ブランチ方式

敷 設 方 式 直埋設方式

供 給 期 間 冷水 5月～ 9月
温水 10月～4月

-189-



b) 熱 源 機 器

地 区 セ ン ターEと近 隣 セ ン ターdの熱 源機 器 は 次の とお りで あ る｡

地 区 セ / ク ー E 近 隣 セ / ク ー d

機 器 名 台数 仕 様 動 力 台数 仕 様 動 力31_2m直 焚 二 重 効 用 2 令凍能力 1,020USRT 85_8KW 2 320USRT

吸収式冷温水発生横 冷 水 丑 616TYん/汁 193Td/H

冷水出入口温度差 6-lュ℃ 6--11℃

暖房能力 3.080,000 Kd/H 965.000tu//H

温 水 先 616†TtyTi 193TTi/H

温水出入口温度差 60-55℃ 60-55℃

冷却水丑 980㌦/H 307TT己/↑Ⅰ

冷却水出入口温度差 32-38_3℃ 32-38.3℃

動 力 42.9nV 15.6KW

燃料消資長 826ruyTI 259NTえ/li

冷 却 塔 2 冷却水先 】.068d/H 110m1 2 330d/H 30Ⅳ

交換熟丑 6,729.000岨′/H

温度条件 32-38.3℃動 力 55nV 32-38.3℃15KW

2 110KY 2 60Ⅳ

冷 温 水二 次 ポ /ブ 3 285KW 3 lll什

冷 却 水 ポ / ブ 2 320KW 2 loo灯

原 水 ポ / ブ 2 22KW 2 15ET

冷温水補給水 ボ ン7-2 llKW 2 llET

冷 堤 水 - ツ タ - 1 2,300LX500¢ 1 2.000LX350≠

冷温水共通 - ツg'- 1 10.000LX500≠ 1 8,000LX350≠

冷却水-ツ8--(往還 ) 2 2,000LX600≠ 2 1,700LX400≠

高 架 水 槽 1 客屋 12"i'寸法 3.000LX2,500WX1,900H 1 4〝′

冷 温 水 補 給 水 槽 1 容量 2_5ni'寸法 1.500LX1,300WX1.500H 1 lTTf

冷 温 水 加 EE装 置 1式 容量 3〝～寸法 1.400≠×1.560H 1式 3I㌔900≠X1,300fi 0.2ETo2什llP69.6P

架台 350H 300H

NZガス加正装毘 6_OKP/e戒G 6.OKg/tmzG

硬 水 軟 化 装 毘 2式 処理水丑 5〝′/H 50TTt/Cycle 1式 3打た/Ⅵ,30㌦/cycle

原水 3_5○dH～0_05○dfl 3.50dH～0_050dH

冷 温 水 薬 注 裳 監 1式 容量 1〝㌔ 0.2KW 1式 17㌔5L/HX10Kダ/chiXO_2nV 5L//Ⅵ×lOKg/CTGXO.2nV

冷 却 水 薬 注 装 置 1式 容量 1一㌔5L/HX10Kg/cnzXo.2相 OR紳 1式 5L/HX10KuTcln9<0_2LY

空 気 源 装 置 2式 7.5nV 15nY 5_5KW
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1-4 コス ト分析

a) 設備工事費

本計画の地域冷暖房設備費の概算は次の とお りである｡

項 目 地区センターE 近隣センターd 備 考

機器及機器 設備工事 費 257,169 119.764

プラン ト内配管I事 費 89.671 76,613

計 装 .電 気 I 事 費 94,334 40,372

地 域 配 管 工 事 費 98.484 26,773

地 域 土 木 工 事 費 46,754 16,563

二 次 側 受 入 工 事 費 19.986 7,994 熱fut計単体I事

プ ラ / ト建 屋 I 事 費 58,400 45,300 空調.衛生工事含

○地域配管方式は埋設 とした｡

○地域配管=事は敷地境界線内 1mにてノくルブ止 めとし,それ以降の二次側設備

工事は別途工事 とした｡

oプラン ト建屋地代は別途 とした｡

o昭和 50年 7月現在の価格 とする｡

b) 年間固定費の貸 出

年間固定費は次の とおDである｡

;A Bl 地 区 セ ン タ- E 近 隣 セ ン タ ー d 条 件玲熱源設備 温熱源設備 令 書十 冷熱源設備 温熱源設備 合 計

｢.t 利一穐公昧乍計 20.154 17.428 37.582 9.132 9.059 18,191 残存価格10多定額慣却方式 設備関係15年産屋関係45年

23.595 20,426 44.021 ll,082 10,993 22.075 LIO勿 8r7分ノ//年(開発銀行)60蕗12.0分/辛(市中銀行)5年据置.20年債却

7.127 6.169 13,296 3,347 3,321 6,668 固定資産税等保険料(故器,火災)
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C) 年 間 運 転 費

地 区 七 /クーE･近 隣 セ ン ターdの エ ネル ギ ー消費 歪 は 次の よ うに なる｡

項 目 地 区 セ / ク ー E 近 鮭 セ / ク ー d

冷 熱 源 設備 温熱 源 設備 全 体 設 備 冷熱 源 設備 温 熱 源 設備 全 体 穀 竹

ピー ク熱 負 荷 7,362,lY im kom5,915.037 km且/H2.106,150 払延//fⅠ1,630.672

ブラ/ト設設容量 USRT2β20 て莞 USRT640 T莞

年間熱販 売 量 G㌦ 牢 G】戎/革 〔k止′/牢 Gl止/年5.272_3 LI.415_7 1,509.3 1.498_3

年間熱 生 産J'iii Gl泌/年 G止/年 G止/年 Gd/年5,536_4 4.636.5 1,58L1.8 1,573ー2

全 負 荷 時 間 HV717 74㌢ HV717 HV919

全負荷i堅転時間 HV907 HV753 HV819 81㌢

電 力 容 患 KW LY KW944_2 XW KY P959_2 529_2 369.6 239.4 369.6

電 力 消 受 益 ml 肝l KW KYfI 肘1195,351 ml869,995 398.488 1,252.081 302,703 498rO54

都市 ガス容 丑 Nnf/H M Nm}/H … Nni'm TWn11.652 1.652 1,652 518 518 518

都市ガス消焚是 Nサま/年 NHソ年 恥 ソ年 N汀ゎ/年424.242 Nd//年 ～,m1.498,364 1,243,956 2,757.188 422,688 846.930

用 水 消 弦 韮 Tガリ年61,163 〝ーソ年 T一か年62.495 T一～/守 一一ま/年 T*&1.332 17,060 680 17.7LIO

これ に よ って年 間 逆 転 費 を辞 出す る と次の よ うに な る｡

項 目 地 区 セ ン ター E 近隣 セ ンタ丁 d l 条 件
冷熱源設麻 濫熱源設備 合 計 冷熱源設備 根 源設備 合 計

電 力 焚 19.076 9.794 28.870 5,885 3,806 9.691 (地区七/クー)基本料金92LIFV 月,ET高EE屯ノ〕乙 従fi料金8A6秒価1′塩 気 税 6歩

(近隣t'クー)基本料金750PVjW高EE電力甲 従量料金7_35PVIW電 気 税 6弟

都市ガス焚 42,479 35,266 77,745 12,027 ll,983 2′1.010 都市*,ス 低位発熱別 ,500kzi′′lー燃 料 焚 27円/≠/ガ ス 税 5¢

用 水 費 4,282 93 4,375 1.194 48 1,242 70円/〝㌔

人 件 費 1,375 1.125 2.500 1.255 】,245 2,500 250万円/人

維持修理費 8,908 7,712 16,620 4,184 4,150 8.334 建設費の 2_5車

-般管理敷 7.612 5,399 13,011 2,442 2,124 4.675 迎転変の10車
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d) 総合経済性

(11 敷地基準負担金

敷地面積あた りの建設費は次のようになる.

地 区･娼 七/メ-E 敷地面激しり/1 7. ラ ン ト 地 域 配 管 総合基準負 担■金(千円/〟)
建 学千円苧 基畏聖霊 .2% 建 設 費 基準負趨金(印) (和/〃i2)

33.725 165,224 4.90 19.71

(2) 床面稲基準負担金

イ) 年間固定費

床面積あた りの年間固定費は次のようになる｡

地 区 延床面横し〃+:) -プ ラ ン ト 地 域 配 管 総合基弊負 担 金(千FI/n㌔)生間閣 基苧盟 苧 年間幣 ,苧 基等禦㌍

地区センターE 67,292 69.823 1,04 25,046 0.37 1.41

I) 年間運転費

沫面積あた りの年間運転費は次のようになる｡

地 区 延床面横(〝～)年間運転費(千円) 基準負担金(千R/A)

地区セ/クーE 67,292 143.121 2.13

(3) 熱媒製造原価

熱媒製造原価は一般に次式で表わされる｡

熱媒製造原価-憲 荒 く円/1,000払 )

地区セ/クーE,近隣センターdKつV,て熱媒製造原価は次の ようになる｡
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項 目 地 区 セ ン タ ー E 近 隣 セ / ク ー d

冷熱源設備 温熱源設備 合 言十 冷熱源設備 温熱源設備 合 計

年 間固 笈 費(千町/年) プ ラ ン ト 37.423 32.400 69.823 19.603 19.446 39.049
地 域 配 管 13.423 11,623 25.046 3.958 3.927 7,885

計 50,846 44,023 94,869 23,561 23.373 46.934

年間運 転費 (千円/年) 26,987 23.356 50.343

総 合 134,578 103,412 237.990 50,548 46,729 97.277

年間熟販売免 (Gのレ年) 5.272.3 4,415.7 9.688 1.509-3 1,498.2 3.007.5

熱 媒製造原価(Tr.OOKJ) プ ラ / ト 7.1 7.3 13_0 13_0

地 域 配 管 2.5 2_6 2_6 2_6

年間運転費 15.9 13.5 17_9 15,6

e) 所 見

以上,本計画VC当っては,設毘スペース.人件草,維持補修費の削減に重点を

温さ,システムのシ/プル化,熱発生機器の単純同質化を目指 して,現在実用化

され又近い将来実用化されると考えられる装置の中から,理想的なものを選び検

討 した｡

その結果,熱媒原価は各々 1,000軸当D,冷房で255円, 355円.駿Jh

で 234円, 312円となり,価格その ものとしては一般的な値となりシステム

の妥当性を示 してV,るといえよう.又両者の価格差 78トq～ 80円は,地域の特

性を包含 したスケール拡大,即ち地域冷暖房の効果を表わ した ものと考えられるo

比較的価格の高い近隣センターVEついても, システムの自動化による縫那 1価

の可能性,地域冷暖房成長の背景等を考慮すれば,地域冷暖房採用による企薬利

益が理想的な場合 より低下するとしてもその採用による効果は充分にあると言え

よう｡
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1-5 今後の検討事項と技術上の諸問題

a) 今後の検討書項

目1 他の熱供給施設,並びに他施設との関係のあ り方

熱供給 プラン トが分散する場合,他の施設との管理通常機能の統合により,

需要家との関係,エネルギ-供給会社 との関係,出資者との関係を合理化 し,

経費の削渡を図る必要がある｡又汚水処理施設,塵芥処理施設等は,プラン ト

位鼠,対象媒体の輸送方式,利用者との関係,エネルギー結合利用方式などを

中心とし,各計画を調整 し,設備系 としてのバラ/スのとれた ものにする必要

がある｡

(2) エネルギ-確保の方式

地域冷暖房の可否を左右する大きを要素は,熱媒製造用エネルギー源の種類

と供給会社の姿勢並びに需要家の考え方の二つであろうO特にプラント避雷の

採課性を決定する大きな要素であるエネルギー源を低価格で長期的に確保する

手段を種々の面か ら構ずる必要がある｡

(3) 加入者の確保と説得の方法

地域冷暖房システムで一番問題となる地域配管費を合理的に償却すると共に

需要家に低価格の熱媒を供給 し,その心理的安定を図る為にも地域全体の一括

加入がとられるようを方策をとる必要があろう.特に地域配管の末端部分に大

きな負荷が接続 され,途中の負荷が少い或は皆無であるとい うような事態は絶

対に避けなければならない｡

(4) 運営主体のあb方

道営主体 としては地方公共団体,地域組合,エネルギー会社,不動産会社,

第三 セ ク ター等が考えられる｡

(51 その他

現在のところ系統的な資金調達方式が確立されておらず,政府資金を主 とす

るか,民間賢金を主とするか,今後の大きな課題となろうO

又計画全体を技術的vcも,経済的にも大きく左右する問題 として地域の開発

年匿計画があ9,プラ/ ト統合.分割論 も含めて,計画全体の進捗竃慶と合せ,

年鑑計画に対する考え方を加味 して地域冷暖房計画を練 り直す必要があろう.
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b) 技術上の諸問題

(1) 熱 媒

熱媒は種類も含めて供給条件等を更に詳細に検討 し決定する必要がある｡

その場合一般的 な熱媒検討事塀の他に･大 プラ/ トに於るエネルギー変換方式,

需要家側設備に於る受渡 し制限のあ り方など種々の要素を加味する必要がある｡

(21 プラン ト

プラ/ トの設毘場所としては熱負荷の重心が最適であるが･その他社会的見

地か らすると公共性の強い場所,或は経営主体の中核をなす者の所有地等が,

経済的に引き合 うことを前提として有力となるo又更に慮書, ミス t,排姪等

の公害対策可能を場所とい う条件が必要となる｡

(31 熱源方式

熱源方式は技術的見地より決定 されるべきものであるが,需要家や地域社会

の意向,更には経営主体に参加 しているエネルギー関連会社の種類により大き

く左右され る可能性 もあるOこの場合,熱媒安定供給を全 うする為に,エネル

ギー源の適正分割 と安定受入れの確保とい う点を充分勘案する必要がある｡

(4) 地域配管

地域配管方式としては,ルー トが単独になる可能性を考慮 し,直接埋設方式

としたれ 共同溝方式については初期負担金が大きくなるが,他の方式よりも

優れている点があ り,外のユーティリティのあ り方と並行 して検討を進める必

饗があろ う｡

(5) 需要家側設備

多数の小口需要家が対象となる場合には,熱媒受渡 し条件並びVC計誌方式が

大きな問題 と7E9,検討を必要とするO
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12章 共同溝の検討

従来は,各供給処理施設のほとんど全てが直埋設の形をとっていたが,危険性,

設毘条件,=期,工賃などの諸点を克服出来れば,共同溝に収容 した方が将来の

維持管理,土地の高慶利用などの諸点で優れている｡特に港北ニュータウンのよ

うに新規を計画開発の場合特にその実現性は高 く,今後 ニュータウン全体 レベル

の課題として検討されるべきである｡

13 章 集塵方式の検討

集塵方式については,自動収集 ･輸送システムの導入の可能性 も含めて,ニュ

ータウン全体計画の レベルで総合的に検討する必要があろう｡

次の表は,廃棄物収集輸送の各方法の特色が,排出と一次,二次輸送とK分類,

整理された那 戸 であ り,今後の検討の参考として収車 したO

※ 日本技術経済センタ-発行 ｢都市排乗物/(イブ輸送システム装虻の開発 と

実用化に関する資料集｣
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排 出 方 法 の 比 較

特徴概 略 説 明 作 薬 の 負 担 コ ス ト 環境-の影事 外力性(敵通性 ) 要 約
排出蕃 住 民 清掃局 倣槻化 雌投資 運転蚊 汚 水 美 観 皿の変 天 琴排出方法 (住民) 共 同 の程庇 (人件焚) 臭 気厳 音 住環境の安全 化故障 交 通事 情

Ⅰ. 1.鵜凍地点 1.が l) 容 器 D C D D A D D D A D ある○

ワンウェイ容器 a a C D A C D C A D

桝山 忙特別の施設を用恋し75:ho 2.叔 袋 .ポ ])袋 容器 (演 )は使い櫓て○ るo
コンテ ナ容 器3.(地下式ごみ箱) C D C C a C D C a D

2.娘秩也点ー⊂特定の施設i設a 貯睦槽 内に投入する○ C C C D B D C a A D る方法

ワンウェイ容器2.航滋 .ポ l)袋 a 8 C D B C C a A D

C C C C B C C 8 a D

ダストシ′I卜刺用 抜 き出 し方 式4.(容 器 を し ) A C D C CI D C C C D

A C C C C D C C C C

yテナな用レ､るO A C C C C l D C C C C 穣めてII1ー繋

並-叔込む○ A 8 B B C C B C C B

A A A A D A A A D A 紹 誓.)?,p繁男譜 V,o警ストが応 Ln○

一 次 ･_ 次 ● 送 方 法 の 此 軟

サ ー ビ ス . エLJ7



僻 サ ー ビ ス . エ リ 丁 I輸 送 能 力 コス トLf三上｣ 埋 空竺_也概 略 説 明 Fl瓜:氏 住 棟 住 区 地 区 瓜 捕目的地 仙 人

-次 L二次脇道方式 75<8ゝKg/ElS?60品 111jtm̂ 441富合 25万人275レ日(処分地) 投班 件班 変化故障 交通 放せ

Ⅱ.一吹輸逮吹埜 ト自動車 (⊃ 一〇 6T.KJB/a横磯妃 l T回転数 3EEL/a距 離 3Km A D A D D D る○

3.ト ラ ッ ク ● 叩く) 12T.Kzn/日野蓋…慈 ) A D A D D D

2.･,'イブ.ライン ○ ~○ 30-40T/日距 離 2 Km D A D A A A

∬L.I自動車 0--- ~○ 160T.KJn/日併載溢 4 T回転数 2匝1/El距 離 20 伽 A D巨 D D D

汰輸逮 0--- ∋○ 90T.Km/tj整慧蓋 …藍 日) A C A C C C

一一く⊃

2.パイプ.ライン 〇一一一 70-80T/竹原 触 5 Kn D A D A A 一 A

● ;⊂) 200TTん/H D A D A a A 瓜大の間超

3.軌 道その他 l.ル方式(チ1-7'.エキスプレス ) ○ :⊂) D A D A A A 段附
2.(鉄芯,地下鉄含む) ○ D A .Cll A B A rJS例なLo

主通用補助適 くつ ⊂) 600T//H距 離 10-15KrrtD A D A a A
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